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Our Educational Policy and Objectives: Ideas of What Our Education Ought To Be 
1. Our Missions are: 

1. To train and educate students to be what we consider “ideal engineers” 
2. To make a technological contribution to the community 

2. Our Educational Goals 
We aim to train and educate students to be engineers who can execute an immediate task, taking a 

wide view of things, in spite of the complicated, varying industrial structure. Students are expected to 
acquire a comprehensive view of technology and implement ideas according to the needs from the 
community and the whole society. The following are more specific descriptions of what we mean by “ideal 
engineers”: 
(A) Engineers equipped with integrity composed of intellect, morality and physical well-being 

A-1 The students should acquire a wide range of knowledge and grasp problems from a “global” point of 
view. 

A-2 The students should be able to understand cultural differences and acknowledge various values. 
(B) Engineers having acquired skills and knowledge necessary for engineering 

B-1 The students should acquire basic knowledge of mathematics and natural sciences. 
B-2 The students should be able to apply appropriate measurement techniques to collect data. 
B-3 The students should be able to analyze and evaluate information to make a clear presentation 

based on appropriate quantification processes. 
(C) Engineers being able to solve problems from various points of view 

C-1 The students should be able to recognize and grasp relationships among different fields of study. 
C-2 The students should be able to elucidate engineering problems on the basis of fundamental 

knowledge of technology. 
C-3 The students should be able to plan and execute experiments by using essential experimental 

techniques and evaluate the results. 
C-4 The students should be able to plan and design methods to solve problems by making full use of 

knowledge and techniques in their specialized fields, considering the status quo of society. 
(D) Engineers having developed an appropriate ethical perspective to view the way technology 

is situated 
D-1 The students should be able to recognize technology-related ethical issues and demonstrate an 

adequate ethical understanding. 
D-2 The students should be able to examine practical problems and apply knowledge of technology and 

ethics to solve them. 
(E) Engineers being able to maintain an inquisitive mind and autonomy in problem-solving 

processes 
E-1 The students should be able to maintain an interest in wide-ranging academic fields and pursue 

their knowledge with ample inquisitive spirit. 
E-2 The students should be able to identify where they are in the process of study and keep records to 

carry on their study. 
(F) Engineers having acquired essential communicative competence 

F-1 The students should be able to write comprehensible sentences/essays and communicate orally in 
their native languages. 

F-2 The students should be able to understand the outlines of technical writings written in English. 
F-3 The students should be able to write English summaries of their study and make use of English 

expressions for their presentation. 
(G) Engineers having become sociable and cooperative 

G-1 The students should be able to demonstrate an interest and sustain motivation in social 
participation. 

G-2 The students should be able to work effectively in teams and take on any required roles 
incorporation/collaboration with others. 

 
 

－「生産システム工学」教育プログラムの達成目標の英語版－ 





表３別表-１ 学習・教育目標の達成度評価対象科目一覧（Ｈ２３年度対応版）          （生産システム工学専攻 機械システムコース） 
学習
教育
目標 

達成度
評価の
視点 

JABEE
基準 

達 成 度 評 価 対 象 科 目 

本科４年 本科５年 専攻科１年 専攻科２年 

A 
A-1 a 

b 

近代と文学（◎） 
国語表現（◎） 
法学（◎） 
経済学（◎） 
現代社会論Ｉ（◎） 

日本現代文学（◎） 
古典文学（◎） 
哲学（◎） 
現代社会論Ⅱ（◎） 
東アジアの中の日本（○） 

地域経済論（◎） 郷土の文学と人間（◎） 
比較文化論（◎） 

A-2 a 
b 

英語Ⅳ（◎） 
現代社会論Ｉ（○） 

東アジアの中の日本（◎） 
英語Ｖ（○） 

上級英語（○） 
スピーチコミュニケーション（○） 
比較文化論（○） 

B 

B-1 c 

多変数の微分積分学（◎） 
行列式と行列の応用（◎） 
応用数学（◎） 
材料力学（◎） 
熱力学（◎） 
流体力学（◎） 

数理解析（○） 
応用物理（◎） 

線形代数学（◎） 
データ解析（◎） 
物理化学（◎） 
物性論（◎） 

情報代数学（◎） 

B-2 d2-b 
応用情報処理（○） 
機械電気工学実験（○） 

課題研究（○） 
工業基礎計測（◎） 
基礎工学演習（◎） 
特別研究Ⅰ（○） 

特別研究Ⅱ（○） 
機械システム実験（○） 
情報システム実験（○） 

B-3 c 
d2-b 

応用数学（◎） 
応用情報処理（◎） 

数理解析（◎） 
データ解析（◎） 
応用情報科学（◎） 
計算応用力学（◎） 

特別演習（◎） 
 

C 

C-1 d1 
現代社会論Ⅰ（○） 
複合工学セミナーⅠ（○）※２ 
複合工学セミナーⅡ（○）※２ 

バイオメカニックス（○） 
リサイクル工学（○） 

生命基礎科学（◎） 
応用情報科学（◎） 
計算応用力学（◎） 

地球環境科学（◎） 
生産システム設計（◎） 
エネルギー基礎工学（◎） 
生産デザイン論（◎） 
複合材料工学（◎） 
情報代数学（○） 

C-2 
d2-a 
d2-c 
c 

機械力学（◎） 
マテリアル学（◎） 
電気電子回路（◎） 
材料力学（○） 
熱力学（○） 
流体力学（○） 

熱流体現象論（◎） 
制御工学（◎） 
電磁気工学（◎） 
総合設計（◎） 
課題研究（◎） 
塑性加工（◎） 
熱機関（◎） 
流体機械（◎） 
コンピュータ計測（◎） 
ロボット工学（◎） 
コンピュータネットワーク（◎） 
バイオメカニックス（◎） 
リサイクル工学（◎） 

特別研究Ⅰ（◎） 
応用研究プロジェクト（◎） 
弾塑性理論（◎） 
流動論（◎） 
熱移動論（◎） 
制御理論（◎） 
電磁気現象論（◎） 
電子物性デバイス論（◎） 
情報信号処理（◎） 
物性論（○） 

技術開発と知的財産権（○） 
特別演習（◎） 
特別研究Ⅱ（○） 
応用研究プロジェクト（◎） 
創造設計法（○） 
数値設計工学（○） 
機械システム実験（○） 
エネルギーシステム（◎） 
先端機能材料（◎） 
デジタル制御（◎） 
電子応用工学（○） 
デジタルシステム（◎） 
情報伝送工学（◎） 
プログラミング技法（○） 
情報システム実験（○） 

C-3 

d2-b 
h 
c 
e 

機械電気工学実験（◎） 
複合工学セミナーⅠ（◎）※２ 
複合工学セミナーⅡ（◎）※２ 

課題研究（◎） 
工業基礎計測（◎） 
基礎工学演習（◎） 
特別研究Ⅰ（◎） 

特別演習（○） 
機械システム実験（◎） 
情報システム実験（◎） 

C-4 
d2-d 
e 

d2-a 

機械工作学（◎） 
設計製図（◎） 
マテリアル学（○） 
電気電子回路（○） 
機械電気総合実習（○） 
複合工学セミナーⅠ（◎）※２ 
複合工学セミナーⅡ（◎）※２ 

生産システム（◎） 
精密加工（◎） 
構造計算力学（◎） 
シーケンス制御（◎） 
電気電子デバイス（◎） 
回路設計（◎） 

工業基礎計測（◎） 
基礎工学演習（◎） 
創成演習（◎） 
応用研究プロジェクト（◎） 

特別演習（○） 
特別研究Ⅱ（◎） 
応用研究プロジェクト（◎） 
先端機能材料（○） 
デジタル制御（○） 
デジタルシステム（○） 
情報伝送工学（○） 

D 

D-1 b 
a 

現代社会論Ⅰ（○） 
哲学（○） 
生産システム（○） 

技術倫理（◎） 
生命基礎科学（○） 
科学技術者と法（◎） 

技術開発と知的財産権（○） 
地球環境科学（○） 

D-2 d2-d 
b 

法学（○） 
インターンシップ（○） 

バイオメカニックス（○） 
リサイクル工学（○） 
インターンシップ（○） 

技術倫理（◎） 
科学技術者と法（◎） 
エンジニア実践セミナー（◎） 
インターンシップⅠ（○） 

技術開発と知的財産権（◎） 
インターンシップⅡ（○） 

E 

E-1 d2-c 
e 

機械電気総合実習（◎） 

塑性加工（○） 
熱機関（○） 
流体機械（○） 
コンピュータ計測（○） 
ロボット工学（○） 
コンピュータネットワーク（○） 

弾塑性理論（○） 
流動論（○） 
熱移動論（○） 
制御理論（○） 
電磁気現象論（○） 
電子物性デバイス論（○） 
情報信号処理（○） 

技術開発と知的財産権（◎） 
エネルギー基礎工学（○） 
創造設計法（◎） 
数値設計工学（◎） 
エネルギーシステム（○） 
電子応用工学（◎） 
デジタルシステム（○） 
情報伝送工学（○） 
プログラミング技法（◎） 

E-2 g 
h 

機械電気工学実験（○） 
複合工学セミナーⅠ（○）※２ 
複合工学セミナーⅡ（○）※２ 

課題研究（◎） 

工業基礎計測（○） 
基礎工学演習（○） 
特別研究Ⅰ（◎） 
応用研究プロジェクト（○） 
 

特別演習（◎） 
特別研究Ⅱ（◎） 
応用研究プロジェクト（○） 
機械システム実験（○） 
情報システム実験（○） 

F 

F-1 f 国語表現（◎） 課題研究（○） 
特別研究Ⅰ（○） 
応用研究プロジェクト（○） 

スピーチコミュニケーション（◎） 
特別演習（◎） 
特別研究Ⅱ（◎） 
応用研究プロジェクト（○） 

F-2 f 英語Ⅳ（◎） 
英語Ⅴ（◎） 
技術英語（◎） 

上級英語（◎） 
科学技術英語（◎） 
応用研究プロジェクト（○） 

特別演習（◎） 
応用研究プロジェクト（○） 

F-3 f 英語Ⅳ（○） 
英語Ⅴ（◎） 
技術英語（○） 
課題研究（○） 

上級英語（○） 
科学技術英語（○） 

スピーチコミュニケーション（◎） 
特別研究Ⅱ（◎） 

G 

G-1 a 
g 

現代社会論Ⅰ（○） 
インターンシップ（○） 

現代社会論Ⅱ（○） 
東アジアの中の日本（○） 
インターンシップ（○） 

研究技術インターン（◎） 
特別実習セミナー（○） 
エンジニア実践セミナー（◎） 
インターンシップⅠ（○） 

研究技術インターン（◎） 
特別実習セミナー（○） 
インターンシップⅡ（○） 

G-2 
e 
g 
h 

スポーツ科学（◎） 
インターンシップ（◎） 

健康科学（◎） 
インターンシップ（◎） 

インターンシップⅠ（◎） インターンシップⅡ（◎） 

※１：ゴシック体の科目は，各学科・各専攻で共通で開講している科目  ※２：特別選択科目の全学科共通のテーマとして実施（４年，５年対象）



表３別表-２ 学習・教育目標の達成度評価対象科目一覧（Ｈ２３年度対応版）       （生産システム工学専攻 情報システムコース） 

学習
教育
目標 

達成度
評価の
視点 

JABEE
基準 

達 成 度 評 価 対 象 科 目 

本科４年 本科５年 専攻科１年 専攻科２年 

Ａ 
Ａ－1 

a 
b 

近代と文学（◎） 
国語表現（◎） 
法学（◎） 
経済学（◎） 
現代社会論Ｉ（◎） 

日本現代文学（◎） 
古典文学（◎） 
哲学（◎） 
現代社会論Ⅱ（◎） 
東アジアの中の日本（○） 

地域経済論（◎） 郷土の文学と人間（◎） 
比較文化論（◎） 

Ａ－２ 
a 
b 

英語Ⅳ（◎） 
現代社会論Ｉ（○） 

東アジアの中の日本（◎） 
英語Ｖ（○） 

上級英語（○） 
スピーチコミュニケーション（○） 
比較文化論（○） 

Ｂ 

Ｂ－１ c 

多変数の微分積分学（◎） 
行列式と行列の応用（◎） 
情報数理（◎） 
応用物理（◎） 

応用数学（◎） 
情報理論（◎） 

線形代数学（◎） 
データ解析（◎） 
物理化学（◎） 
物性論（◎） 

情報代数学（◎） 

Ｂ－２ d2-b 情報電子工学実験（◎） 課題研究（○） 
工業基礎計測（◎） 
基礎工学演習（◎） 
特別研究Ⅰ（○） 

特別研究Ⅱ（○） 
機械システム実験（○） 
情報システム実験（○） 

Ｂ－３ 
c 

d2-b 

コンピュータシステム（○） 
コンピュータ言語（○） 
プログラミング（◎） 
情報電子工学実験（○） 

応用数学（◎） 
ソフトウェア工学（○） 

データ解析（◎） 
応用情報科学（◎） 
計算応用力学（◎） 

特別演習（◎） 
 

Ｃ 

Ｃ－１ d1 
現代社会論Ⅰ（○） 
複合工学セミナーⅠ（○）※２ 
複合工学セミナーⅡ（○）※２ 

エネルギーシステム（○） 

生命基礎科学（◎） 
生産システム設計（◎） 
エネルギー基礎工学（◎） 
応用情報科学（◎） 
計算応用力学（◎） 

地球環境科学（◎） 
生産システム設計（◎） 
エネルギー基礎工学（◎） 
生産デザイン論（◎） 
複合材料工学（◎） 
情報代数学（○） 

Ｃ－２ 
d2-a 
d2-c 
c 

回路網学（◎） 
電気電子計測（◎） 
電気磁気学（◎） 
コンピュータシステム（○） 
コンピュータ言語（◎） 
プログラミング（○） 
電子回路（◎） 
論理回路（◎） 

ネットワーク（◎） 
制御工学（◎） 
課題研究（◎） 
ソフトウェア工学（◎） 
データ構造とアルゴリズム（◎） 
コンパイラ（◎） 
データベース（◎） 
オペレーティングシステム（◎） 
計算機回路（◎） 
集積回路（◎） 
電子デバイス（◎） 
電子応用機器（◎） 
信号処理（◎） 
通信工学（◎） 
センサ工学（◎） 
情報認識（◎） 
プログラミング言語（◎） 
エネルギーシステム（○） 

特別研究Ⅰ（◎） 
応用研究プロジェクト（◎） 
弾塑性理論（◎） 
流動論（◎） 
熱移動論（◎） 
制御理論（◎） 
物性論（○） 
電磁気現象論（◎） 
電子物性デバイス論（◎） 
情報信号処理（◎） 

技術開発と知的財産権（○） 
特別演習（◎） 
特別研究Ⅱ（○） 
応用研究プロジェクト（◎） 
創造設計法（○） 
数値設計工学（○） 
機械システム実験（○） 
エネルギーシステム（◎） 
先端機能材料（◎） 
デジタル制御（◎） 
電子応用工学（○） 
デジタルシステム（◎） 
情報伝送工学（◎） 
プログラミング技法（○） 
情報システム実験（○） 

Ｃ－３ 

d2-b 
h 
c 
e 

情報電子工学実験（◎） 
複合工学セミナーⅠ（◎）※２ 
複合工学セミナーⅡ（◎）※２ 

課題研究（◎） 
工業基礎計測（◎） 
基礎工学演習（◎） 
特別研究Ⅰ（◎） 

特別演習（○） 
機械システム実験（◎） 
情報システム実験（◎） 

Ｃ－４ 
d2-d 
e 

d2-a 

コンピュータシステム（◎） 
電子回路（○） 
論理回路（○） 
複合工学セミナーⅠ（◎）※２ 
複合工学セミナーⅡ（◎）※２ 

ネットワーク（○） 
制御工学（○） 
データ構造とアルゴリズム（○） 
データベース（○） 
オペレーティングシステム（○） 
集積回路（○） 
電子応用機器（○） 
センサ工学（○） 
情報認識（○） 
プログラミング言語（○） 

工業基礎計測（◎） 
基礎工学演習（◎） 
創成演習（◎） 
応用研究プロジェクト（◎） 

特別演習（○） 
特別研究Ⅱ（◎） 
応用研究プロジェクト（◎） 
先端機能材料（○） 
デジタル制御（○） 
デジタルシステム（○） 
情報伝送工学（○） 

Ｄ 

Ｄ－１ 
b 
a 現代社会論Ⅰ（○） 哲学（○） 

技術倫理（◎） 
生命基礎科学（○） 
科学技術者と法（◎） 

技術開発と知的財産権（○） 
地球環境科学（○） 

Ｄ－２ 
d2-d 
b 

法学（○） 
インターンシップ（○） 

ネットワーク（○）  システム工学（◎） 
エネルギーシステム（◎） 
インターンシップ（○） 

技術倫理（◎） 
科学技術者と法（◎） 
エンジニア実践セミナー（◎） 
インターンシップⅠ（○） 

技術開発と知的財産権（◎） 
インターンシップⅡ（○） 

Ｅ 

Ｅ－１ 
d2-c 
e 

 

データ構造とアルゴリズム（○） 
コンパイラ（○）   データベース（◎） 
オペレーティングシステム（○） 
計算機回路（○）   集積回路（◎） 
電子デバイス（○） 
電子応用機器（○） 
システム工学（○） 
エネルギーシステム（○） 

弾塑性理論（○） 
流動論（○） 
熱移動論（○） 
制御理論（○） 
電磁気現象論（○） 
電子物性デバイス論（○） 
情報信号処理（○） 

技術開発と知的財産権（◎） 
エネルギー基礎工学（○） 
創造設計法（◎） 
数値設計工学（◎） 
エネルギーシステム（○） 
電子応用工学（◎） 
デジタルシステム（○） 
情報伝送工学（○） 
プログラミング技法（◎） 

Ｅ－２ 
g 
h 

複合工学セミナーⅠ（○）※２ 
複合工学セミナーⅡ（○）※２ 

情報電子工学実験（○） 
課題研究（◎） 

工業基礎計測（○） 
基礎工学演習（○） 
特別研究Ⅰ（◎） 
応用研究プロジェクト（○） 

特別演習（◎） 
特別研究Ⅱ（◎） 
応用研究プロジェクト（○） 
機械システム実験（○） 
情報システム実験（○） 

Ｆ 

Ｆ－１ f 国語表現（◎） 課題研究（○） 
特別研究Ⅰ（○） 
応用研究プロジェクト（○） 

スピーチコミュニケーション（◎） 
特別演習（◎） 
特別研究Ⅱ（◎） 
応用研究プロジェクト（○） 

Ｆ－２ f 英語Ⅳ（◎） 
英語Ⅴ（◎） 
技術英語（I）（◎）  技術英語（E）（◎） 

上級英語（◎） 
科学技術英語（◎） 
応用研究プロジェクト（○） 

特別演習（◎） 
応用研究プロジェクト（○） 

Ｆ－３ f 英語Ⅳ（○） 
英語Ⅴ（◎）   課題研究（○） 
技術英語（I）（○）  技術英語（E）（○） 

上級英語（○） 
科学技術英語（○） 

スピーチコミュニケーション（◎） 
特別研究Ⅱ（◎） 

Ｇ 

Ｇ－１ 
a 
g 

現代社会論Ⅰ（○） 
インターンシップ（○） 

現代社会論Ⅱ（○） 
東アジアの中の日本（○） 
インターンシップ（○） 

研究技術インターン（◎） 
特別実習セミナー（○） 
エンジニア実践セミナー（◎） 
インターンシップⅠ（○） 

研究技術インターン（◎） 
特別実習セミナー（○） 
インターンシップⅡ（○） 

Ｇ－２ 
e 
g 
h 

スポーツ科学（◎） 
インターンシップ（◎） 

健康科学（◎） 
インターンシップ（◎） 

インターンシップⅠ（◎） インターンシップⅡ（◎） 

※１：ゴシック体の科目は，各学科・各専攻で共通で開講している科目  ※２：特別選択科目の全学科共通のテーマとして実施（４年，５年対象）



表３別表-３ 学習・教育目標の達成度評価対象科目一覧（Ｈ２３年度対応版）           （生産システム工学専攻 建設システムコース） 

学習
教育
目標 

達成度
評価の
視点 

JABEE
基準 

達 成 度 評 価 対 象 科 目 

本科４年 本科５年 専攻科１年 専攻科２年 

A 
A-1 

a 
b 

近代と文学（◎） 
国語表現（◎） 
法学（◎） 
経済学（◎） 
現代社会論Ｉ（◎） 

日本現代文学（◎） 
古典文学（◎） 
哲学（◎） 
現代社会論Ⅱ（◎） 
東アジアの中の日本（○） 

地域経済論（◎） 郷土の文学と人間（◎） 
比較文化論（◎） 

A-2 
a 
b 

英語Ⅳ（◎） 
現代社会論Ｉ（○） 

東アジアの中の日本（◎） 
英語Ｖ（○） 

上級英語（○） 
スピーチコミュニケーション（○） 
比較文化論（○） 

B 

B-1 c 

多変数の微分積分学（◎） 
行列式と行列の応用（◎） 
構造力学Ⅰ（◎） 
応用数学（◎）   応用物理（◎） 

構造力学Ⅰ（◎） 
応用数学演習Ⅰ（◎） 
応用数学演習Ⅱ（◎） 

線形代数学（◎） 
データ解析（◎） 
物理化学（◎） 

 

B-2 d2-b 
工学実験（○） 
応用情報処理（○） 

工学実験（○） 
課題研究（○） 

工業基礎計測（◎） 
基礎工学演習（◎） 
特別研究Ⅰ（○） 

特別研究Ⅱ（○） 
建設システム実験（○） 

B-3 
c 

d2-b 
応用数学（◎） 
応用情報処理（◎） 

応用数学演習Ⅰ（○） 
応用数学演習Ⅱ（○） 

データ解析（◎） 
応用情報科学（◎） 
計算応用力学（◎） 

特別演習（◎） 
 

C 

C-1 d1 

現代社会論Ｉ（○） 
複合工学セミナーⅠ（○）※２ 
複合工学セミナーⅡ（○）※２ 
地域および都市計画（○） 

地球環境工学（○） 
生命基礎科学（◎） 
応用情報科学（◎） 
計算応用力学（◎） 

地球環境科学（◎） 
生産システム設計（◎） 
エネルギー基礎工学（◎） 
生産デザイン論（◎） 
複合材料工学（◎） 

C-2 
d2-a 
d2-c 
c 

構造力学Ⅰ（◎） 
鋼構造工学Ⅰ（◎） 
鉄筋コンクリート工学Ⅰ（◎） 
地域および都市計画（◎） 
土木計画学（◎） 
水理学（◎） 
環境衛生工学（◎） 
地盤工学（◎） 
建築計画（◎） 
建築環境工学（◎） 
西洋建築史（◎） 

構造力学Ⅰ（◎） 
鋼構造工学Ⅰ（◎） 
地球環境工学（◎） 
課題研究（◎） 
水理学（◎） 
建築計画（◎） 
日本建築史（◎） 
都市デザイン論（◎） 
構造力学Ⅱ（◎） 
鋼構造工学Ⅱ（◎） 
鉄筋コンクリート工学Ⅱ（◎） 
防災工学Ⅰ（◎） 
防災工学Ⅱ（◎） 
地形情報処理（◎） 
リモートセンシング（◎） 
ランドスケープ・デザインⅠ（◎） 
ランドスケープ・デザインⅡ（◎） 

特別研究Ⅰ（◎） 
応用研究プロジェクト（◎） 
 

技術開発と知的財産権（○） 
特別演習（◎） 
特別研究Ⅱ（○） 
応用研究プロジェクト（◎） 
建設システム実験（○） 

C-3 
d2-b 
h 
c 

工学実験（◎） 
複合工学セミナーⅠ（◎）※２ 
複合工学セミナーⅡ（◎）※２ 

工学実験（◎） 
課題研究（◎） 

工業基礎計測（◎） 
基礎工学演習（◎） 
特別研究Ⅰ（◎） 

特別演習（○） 
建設システム実験（◎） 

C-4 
d2-d 
e 

d2-a 

土木設計演習（○） 
建築構造設計（◎） 
建築設計演習（○） 
複合工学セミナーⅠ（◎）※２ 
複合工学セミナーⅡ（◎）※２ 

交通工学（◎）   河川工学（◎） 
海岸工学（◎）   土木施工法（◎） 
橋工学（◎） 
工業火薬学（◎） 
土木設計演習（○） 
建築構造設計（◎） 
建築施工法（◎） 
建築設備（◎）   建築設計演習（○） 

工業基礎計測（◎） 
基礎工学演習（◎） 
創成演習（◎） 
応用研究プロジェクト（◎） 
建設素材工学（◎） 
地盤保全工学（◎） 
地域計画論（◎） 

特別演習（○） 
特別研究Ⅱ（◎） 
応用研究プロジェクト（◎） 
水環境工学（◎） 
空間計画学（◎） 
住環境工学（◎） 

D 

D-1 
b 
a 

現代社会論Ⅰ（○） 
地域および都市計画（○） 

哲学（○） 
地球環境工学（○） 
防災工学Ⅱ（○） 

技術倫理（◎） 
生命基礎科学（○） 
科学技術者と法（◎） 

技術開発と知的財産権（○） 
地球環境科学（○） 
水環境工学（○）  住環境工学（○） 

D-2 
d2-d 
b 

法学（○） 
インターンシップ（○） 

土木施工法（○） 
建築施工法（○） 
インターンシップ（○） 

技術倫理（◎） 
科学技術者と法（◎） 
エンジニア実践セミナー（◎） 
インターンシップⅠ（○） 

技術開発と知的財産権（◎） 
インターンシップⅡ（○） 

E 

E-1 
d2-c 
e 

地域および都市計画（○） 
土木計画学（○） 
土木設計演習（◎） 
西洋建築史（○） 
建築設計演習（◎） 

地球環境工学（○） 
土木設計演習（◎） 
日本建築史（○）   
建築設計演習（◎） 
都市デザイン論（○） 
鋼構造工学Ⅱ（○） 
鉄筋コンクリート工学Ⅱ（○） 
防災工学Ⅰ（○）   防災工学Ⅱ（○） 
地形情報処理（○） 
リモートセンシング（○） 
ランドスケープ・デザインⅠ（○） 
ランドスケープ・デザインⅡ（○） 

建設素材工学（○） 
地盤保全工学（○） 
地域計画論（○） 
環境施設設計演習（◎） 

技術開発と知的財産権（◎） 
エネルギー基礎工学（○） 
構造解析学（◎） 
振動解析学（◎） 
水環境工学（○） 
空間計画学（○） 
住環境工学（○） 
景観設計演習（◎） 

E-2 
g 
h 

工学実験（○）   土木設計演習（○） 
建築構造設計（○）  
建築設計演習（○） 
複合工学セミナーⅠ（○）※２ 
複合工学セミナーⅡ（○）※２ 

工学実験（○） 
課題研究（◎） 
土木設計演習（○） 
建築構造設計（○） 
建築設計演習（○） 

工業基礎計測（○） 
基礎工学演習（○） 
特別研究Ⅰ（◎） 
応用研究プロジェクト（○） 
環境施設設計演習（○） 

特別演習（◎） 
特別研究Ⅱ（◎） 
応用研究プロジェクト（○） 
景観設計演習（○） 
建設システム実験（○） 

F 

F-1 f 国語表現（◎） 課題研究（○） 
特別研究Ⅰ（○） 
応用研究プロジェクト（○） 

スピーチコミュニケーション（◎） 
特別演習（◎）  特別研究Ⅱ（◎） 
応用研究プロジェクト（○） 

F-2 f 英語Ⅳ（◎） 
英語Ⅴ（◎） 
技術英語（◎） 

上級英語（◎） 
科学技術英語（◎） 
応用研究プロジェクト（○） 

特別演習（◎） 
応用研究プロジェクト（○） 

F-3 f 英語Ⅳ（○） 
英語Ⅴ（◎）    課題研究（○） 
技術英語（○） 

上級英語（○） 
科学技術英語（○） 

スピーチコミュニケーション（◎） 
特別研究Ⅱ（◎） 

G 

G-1 
a 
g 

現代社会論Ⅰ（○） 
インターンシップ（○） 

現代社会論Ⅱ（○） 
東アジアの中の日本（○） 
インターンシップ（○） 

研究技術インターン（◎） 
特別実習セミナー（○） 
エンジニア実践セミナー（◎） 
インターンシップⅠ（○） 

研究技術インターン（◎） 
特別実習セミナー（○） 
インターンシップⅡ（○） 

G-2 
e 
g 
h 

スポーツ科学（◎） 
インターンシップ（◎） 

健康科学（◎） 
インターンシップ（◎） 

インターンシップⅠ（◎） インターンシップⅡ（◎） 

※１：ゴシック体の科目は，各学科・各専攻で共通で開講している科目  ※２：特別選択科目の全学科共通のテーマとして実施（４年，５年対象）



表３別表-４ 学習・教育目標の達成度評価対象科目一覧（Ｈ２３年度対応版）           （生産システム工学専攻 生物システムコース） 
学習

教育

目標 

達成度

評価の

視点 

JABEE

基準 

達 成 度 評 価 対 象 科 目 

本科４年 本科５年 専攻科１年 専攻科２年 

A 

A-1 
a 
b 

近代と文学（◎） 

国語表現（◎） 

法学（◎） 

経済学（◎） 

現代社会論Ｉ（◎） 

日本現代文学（◎） 

古典文学（◎） 

哲学（◎） 

現代社会論Ⅱ（◎） 

東アジアの中の日本（○） 

地域経済論（◎） 郷土の文学と人間（◎） 

比較文化論（◎） 

A-2 
a 

b 

英語Ⅳ（◎） 

現代社会論Ｉ（○） 

東アジアの中の日本（◎） 

英語Ｖ（○） 
上級英語（○） 

スピーチコミュニケーション（○） 

比較文化論（○） 

B 

B-1 c 

多変数の微分積分学（◎） 

行列式と行列の応用（◎） 

分子生物学（◎） 

分析化学（◎） 

基礎物理化学（◎） 

情報処理（○） 

応用数学（◎） 

応用物理（◎） 

プレゼンテーション技法（◎） 

線形代数学（◎） 

データ解析（◎） 

物理化学（◎） 

 

B-2 d2-b 

情報処理（◎） 

生物化学基礎実験（◎） 

創造実験（○） 

機器分析基礎（◎） 

生物工学セミナー（◎） 

課題研究（○） 

工業基礎計測（◎） 

基礎工学演習（◎） 

特別研究Ⅰ（○） 

特別研究Ⅱ（○） 

生物システム実験（○） 

B-3 
c 

d2-b 
 応用数学（◎） 

応用情報科学（◎） 

データ解析（◎） 

計算応用力学（◎） 

特別演習（◎） 

 

C 

C-1 d1 

現代社会論Ⅰ（○） 

複合工学セミナーⅠ（○）※２ 

複合工学セミナーⅡ（○）※２ 

環境科学（◎） 

生命基礎科学（◎） 

応用情報科学（◎） 

計算応用力学（◎） 

環境分析技術（◎） 

地球環境科学（◎） 

生産システム設計（◎） 

エネルギー基礎工学（◎） 

生産デザイン論（◎） 

複合材料工学（◎） 

C-2 
d2-a 

d2-c 

c 

タンパク質化学（◎） 

分子生物学（○） 

有機化学（◎） 

分析化学（○） 

細胞生物化学（○） 

生物工学セミナー（◎） 

課題研究（◎） 

特別研究Ⅰ（◎） 

応用研究プロジェクト（◎） 

生物化学（◎） 

環境分析技術（○） 

技術開発と知的財産権（○） 

特別演習（◎） 

特別研究Ⅱ（○） 

応用研究プロジェクト（◎） 

生命情報科学（◎） 

生物システム実験（○） 

C-3 

d2-b 

h 

c 

e 

生物化学基礎実験（○） 

創造実験（◎） 

複合工学セミナーⅠ（◎）※２ 

複合工学セミナーⅡ（◎）※２ 

生物工学セミナー（○） 

課題研究（◎） 

機器分析基礎（○） 

工業基礎計測（◎） 

基礎工学演習（◎） 

特別研究Ⅰ（◎） 

特別演習（○） 

生物システム実験（◎） 

C-4 
d2-d 

e 

d2-a 

発酵培養工学（◎） 

化学工学１（◎） 

複合工学セミナーⅠ（◎）※２ 

複合工学セミナーⅡ（◎）※２ 

生物化学工学（◎） 

高分子化学（○） 

食品学（○） 

医薬品工学（◎） 

材料化学（◎） 

工業基礎計測（◎） 

基礎工学演習（◎） 

創成演習（◎） 
応用研究プロジェクト（◎） 

応用微生物学（◎） 

リサイクル技術（○） 

特別演習（○） 

特別研究Ⅱ（◎） 

応用研究プロジェクト（◎） 

生物反応工学（◎） 

分離工学（◎） 

分子機能工学（○） 

D 

D-1 
b 

a 
現代社会論Ⅰ（○） 

哲学（○） 

環境科学（○） 

技術倫理（◎） 

生命基礎科学（○） 

科学技術者と法（◎） 

技術開発と知的財産権（○） 

地球環境科学（○） 

D-2 
d2-d 

b 

法学（○） 

インターンシップ（○） 

安全工学（◎） 

生命倫理学（◎） 

生物工学関連法規（◎） 

インターンシップ（○） 

技術倫理（◎） 

科学技術者と法（◎） 
エンジニア実践セミナー（◎） 
インターンシップⅠ（○） 
リサイクル技術（◎） 

環境分析技術（○） 

技術開発と知的財産権（◎） 

インターンシップⅡ（○） 

E 

E-1 
d2-c 

e 

タンパク質化学（○） 

分子生物学（○） 

発酵培養工学（○） 

有機化学（○） 

分析化学（○） 

生物化学工学（○） 

細胞生物化学（◎） 

高分子化学（◎） 

食品学（◎） 

医薬品工学（○） 

材料化学（○） 

応用微生物学（○） 

生物化学（○） 

リサイクル技術（○） 

技術開発と知的財産権（◎） 

エネルギー基礎工学（○） 

生物反応工学（○） 

分離工学（○） 

分子機能工学（◎） 

E-2 
g 

h 

生物化学基礎実験（○） 

創造実験（○） 

複合工学セミナーⅠ（○）※２ 

複合工学セミナーⅡ（○）※２ 

生物工学セミナー（○） 

課題研究（◎） 

工業基礎計測（○） 

基礎工学演習（○） 

特別研究Ⅰ（◎） 

応用研究プロジェクト（○） 

特別演習（◎） 

特別研究Ⅱ（◎） 

応用研究プロジェクト（○） 

生物システム実験（○） 

F 

F-1 f 国語表現（◎） 

生物工学セミナー（○） 

課題研究（○） 

プレゼンテーション技法（◎） 

特別研究Ⅰ（○） 

応用研究プロジェクト（○） 

スピーチコミュニケーション（◎） 

特別演習（◎） 

特別研究Ⅱ（◎） 

応用研究プロジェクト（○） 

F-2 f 
英語Ⅳ（◎） 

技術英語（◎） 
英語Ⅴ（◎） 

上級英語（◎） 

科学技術英語（◎） 

応用研究プロジェクト（○） 

特別演習（◎） 

応用研究プロジェクト（○） 

F-3 f 
英語Ⅳ（○） 

技術英語（○） 

英語Ⅴ（◎） 

課題研究（○） 

上級英語（○） 

科学技術英語（○） 

スピーチコミュニケーション（◎） 

特別研究Ⅱ（◎） 

G 

G-1 
a 

g 

現代社会論Ⅰ（○） 

インターンシップ（○） 

現代社会論Ⅱ（○） 

東アジアの中の日本（○） 

インターンシップ（○） 

研究技術インターン（◎） 
特別実習セミナー（○） 

エンジニア実践セミナー（◎） 
インターンシップⅠ（○） 

研究技術インターン（◎） 
特別実習セミナー（○） 

インターンシップⅡ（○） 

G-2 
e 

g 

h 

スポーツ科学（◎） 

インターンシップ（◎） 

健康科学（◎） 

インターンシップ（◎） 
インターンシップⅠ（◎） インターンシップⅡ（◎） 

※１：ゴシック体の科目は，各学科・各専攻で共通で開講している科目  ※２：特別選択科目の全学科共通のテーマとして実施（４年，５年対象） 
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 Key points of English 
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 Useful Expressions and Writing e-mail  
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 Writing Abstracts of Papers 
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科目名	 データ解析（Data Analysis） 対象クラス	 
生産システム工学専攻    

1年 

教員名	 

(所属学科）	 

大河内康正（建築社会デザイン工

学科）・小島俊輔（ICT 活用学習

支援センター） 

開講期間	 後期 授業形式	 講義 
科目区分	 

自然科学	 

教員室位置	 専門A棟 1F，図書館棟 2Ｆ 授業時数	 30 単位数	 ２ 必修（学修単位） 

教科書	 「Excelで学ぶ統計解析」涌井良幸他 ナツメ社 

参考書	 
「(第2版)Excelによる統計解析」内田治 東京図書，「初等統計学」P･Gホーエル 培風館，「Excelで学ぶ統計学入門」長

谷川勝也 技術評論社 

関連科目	 
「情報処理」関連科目，「応用数学」(全学科)，「数理解析」(機械電気工学科5年)，「システム工学」(情報電子工学科5年)，

「土木計画学」(土木建築工学科土木系4年) 

科目の概要	 

統計学は各種の数値データを通して世の中の現状や将来の傾向を予測する方法である．適切なデータ処理には，統

計学の知識は欠かせない．さらに処理結果の提示には，グラフなどの分かりやすい表現が求められる．そのために，講義

では，すでに本科の応用数学で修得している統計の基礎の基に表計算ソフトExcelの組み込み関数および図化ツールを

用いて，正確で迅速なデータ処理，およびグラフによる視覚表現ができるように演習する． 本校カリキュラムでは，データ

解析は工学の基礎となる数学・自然科学の基礎的スキルとして位置づけられる科目である． 

授業方針	 

いろいろな統計手法を学びながら，推定や検定など推測統計学的ものの見方が理解できるように進める．データの処理

法，およびデータの解析手法としては，相関と回帰，分散分析，重回帰分析などの手法を取り扱う．本講義の目標は，表

計算ソフトExcelを用いて，対象となるデータに応じた適切な統計処理を行い，かつ表形式やグラフ表示により解析結果の

適切な視覚的表現などの能力を身につけることである． 

授業項目	 時間	 達成目標（修得すべき内容）	 

１．エクセルと統計処理 

1） EXCEL の統計への応用，度数分布表の作成 

2) 表，集計，平均と標準偏差，データの視覚化 

3) 散布図と相関関係，相関係数 

4) 正規分布とパーセント点，様々な確率分布 

８ 
 Excel などの表計算ソフトを統計処理に利用できる．正規分布の意味
を理解し正規分布を活用できる．また，相関係数の意味を理解し，説
明できる． 

２．母平均に関する推定・検定 

1) 推定・検定の基本的な考え方 

2) 母平均・母比率の推定・検定 

3) 母平均の差・母比率の差の推定と検定，ｔ分布 

８ 
 推測統計学的な考え方を推定・検定の考え方を通して理解し，説明
できる．正規分布とｔ分布の適用範囲を見極めることが出来る． 
 

３．母分散に関する推定・検定 

1) 母分散の推定と検定，カイ 2乗分布 

2) 母分散の比の推定と検定，F分布 

４ 
 カイ 2 乗分布の意味を理解し利用できる．分散分析の考え方を理解
し説明できる．また F分布による検定ができる． 

４．回帰分析と分散分析 

1) 回帰分析，予測値・実測値・残差 

2) 一元および二元配置の分散分析 

４ 

 最小２乗法で回帰曲線を決定できる．標準誤差の意味を理解し，説
明できる．また，回帰分析を理解し，説明ができる．また，分散分析の
意味を理解し，解析に適用できる． 
 

５．クロス集計表 

1) クロス集計表とグラフ表現 

2) 2×2、n×ｍクロス集計表の検定 

６ クロス集計表を用いた検定について説明できる. 

評価方法及び

総合評価	 

 目標項目の達成度は２回の定期試験（80%）および課題レポート（20%）で確認する． 

 総合成績の評価は２回の試験および課題の評価で算出し，60点以上を合格とする． 

 60点に満たない学生は，課題の再提出または再試験を実施し再評価することがある． 

備

考	 

学習方法	 

 計算操作ばかりでなく、統計の基本的考え方を教科書で確認しておくこと． 

 多様なExcelの関数を使いこなせるように、いろいろな問題に適用してみること．  

 講義前には教科書に目を通し，ポイントを押さえておくこと．また学習したことを復習して，内容の理解を図るために自

学自習に取り組むこと． 

学生への

メッセー

ジ	 

 データを取り扱う際には，何が背景となる母集団なのかを考えて欲しい．そのことは，取り扱っているデータの本質的

意味を考えることでもある．本講義を通して，コンピュータによる正確で迅速な統計処理ができるようになって欲しい． 

 質問はいつでも歓迎します．時間割は，熊本高専(八代キャンパス)のホームページの中の教員データ教育活動や教

員室の前に掲載しています．また，メールによる質問も歓迎します．活用してください． 

学修単位	 

への対応	 

教科書や参考書として挙げた本には数多くの練習問題が掲載されているので，理解を深めるために関連する問題を解

いておくこと．また，講義中適宜課題を出題するので，検討して解答を指定日までに提出すること． 

本校教育目標との対応	 (3) 
生産システム工学教育プログラムにお

ける学習・教育目標との対応	 
c, d2-b 
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科目名 特別研究Ⅰ(Graduation Research Ⅰ) 対象クラス 
生産システム工学専攻 

１年 

教員名 

(所属学科） 
特別研究指導教員 開講期間 通期 授業形式 実験 

科目区分 
実験研究 

教員室位置  授業時数 １８０ 単位数 ４ 必修（学修単位） 

教科書 各テーマに対して、資料等を配布する。 

参考書 各テーマに対して、資料等を配布する。 

関連科目 
本科および専攻科で履修する全ての講義および実験科目と関連が深い。特に、本科５年次の課題研究、専攻科１年次の

工業基礎計測、基礎工学演習および２年次の特別研究Ⅱ、特別演習との関連が強い。 

科目の概要 

２年次の特別研究Ⅱへの導入科目として、研究テーマ例の中から特に興味を持つテーマを選び、指導教員の下で研究

テーマの目的や概要を理解して、研究の方向づけを行うことを目的とする。 

研究テーマへの理解を深める過程を通して、文献や資料の収集、自身の研究状況の把握や記録の習慣づけを行う。ま

た、特別研究Ⅱなどで必要となる基礎的な実験手法を身につける。また、得られた成果について、中間報告を行う。 

授業方針 

1. 研究テーマについて担当の教員からガイダンスを受けた後、興味ある研究テーマを選択する。 

2. 教員個人または研究課題を担当する教員グループによって、研究計画の立案、調査、研究を進める上での基礎的な理

論、適切なデータを得るための実験手法などについて指導する。 

3. 研究の目的と方法を明確にし、特別研究Ⅱの成果につなげるよう指導する。 

4. 実験の過程では、細かに実験ノートや研究実施記録をつけ、自主的・継続的に研究状況を把握する習慣を身に付けさ

せる。 

授業項目 時間 達成目標（修得すべき内容） 

１． ガイダンスと研究テーマ決定 
２． 研究方法，資料収集，調査，実験などにつ

いて各自で計画立案し、教員の承認を受け

特別研究を進める。 
３． 日々の研究成果は、研究ノートや研究実施

記録にまとめる。研究実施記録は定期的に

指導教員のチェックを受ける。 
４． 進行状況を含め、随時中間発表を行う。 
５．今年度は、次ページに掲載する研究テーマ

を予定している。 １８０ 

1. 実験ノートや研究実施記録を作り、一つ一つの実験の記録を

継続的に残すことができる。 
2. 各研究テーマについて、その目的及び概要を理解し、選択し

た課題に対して主体的に取り組んで研究を進めることがで

きる。 
3. 研究に必要な文献・資料や情報を集め、それらを整理するこ

とができる。 
4. 適切な研究計画を立てることができる。 
5. 研究計画に沿って継続的に研究を続けることができる。 

評価方法及び

総合評価 

評価は別途定める特別研究Ⅰ評価報告に従って、下記の評価項目で評価する。各評価項目は、達成目標の項目

の達成度をもとにしている。 

(1) 実施状況の評価（60％） 

(2) 中間報告書の評価（40％） 

  実施状況の評価では、研究ノートなどの研究実施の資料を用いる。 

備

考 

学習方法 
特定のテーマについて深く研究して考察する能力を養うためには、適切な方法でデータを集め、その意味を解析す

ること、日常の研究活動を継続的に積み重ねることが重要である。研究の蓄積には研究ノートの活用が有効である。 

学生への

メッセー

ジ 

 １年次の特別研究Ⅰは、継続的な研究活動の中で講義や実験科目で培った基礎的な知識と技術を活用して、２年

次の特別研究Ⅱに繋げる科目ですので、指導教員とこまめに相談しながら取り組んで下さい。 

学修単位 

への対応 
日々の研究成果は、研究ノートや研究実施記録にまとめる。研究実施記録は定期的に指導教員のチェックを受ける。 

本校教育目標との対応 
（２），（３），（６），（１） 生産システム工学教育プログラムにお

ける学習・教育目標との対応 

c,d2-a,d2-b ,d2-c,d2-d, e,f,g,h 
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【研究テーマ	 —特別研究Ⅰ—】 
研究テーマ	 指導教員	 

(1)ＣＯ２パフによる殺菌	 

(2)超音波による両耳立体感創生装置の試作	 

河崎功三	 

(1)マグネシウム合金管の塑性加工	 

(2)マグネシウム円管の曲げ強度に及ぼすショッ

トピーニングの影響	 

福田	 泉	 

(1)遠心ターボ機械の翼間流れに及ぼすレイノル

ズ応力の寄与	 

(2)エアー浮上精密ベルト研削におけるエアー供

給の検討	 

(3)定水深浮遊体に関する研究	 

宮本弘之	 

(1)画像処理を利用した自動レリーフ加工システ

ムの開発	 

(2)ハイブリッド制御による移動体システムの開

発	 

開	 豊	 

	 

(1)エアー浮上式精密ベルト研削による高精度加

工面の形成	 

(2)刃物の切れ味測定機の製作	 

豊浦	 茂	 

(1)プラズマ中での高エネルギー粒子の輸送・減

速過程の数値解析	 

(2)	 磁気吸着クローラによる橋梁検査ロボット

の開発	 

(3)放射線計測器を用いた様々な実験の検討	 

小田明範	 

(1)冷却機能付き太陽光発電システムの効率的な

運転方法の検討	 

(2)超臨界圧流体の熱伝達劣化現象に関する研究	 

(3)超音波ＣＴによる生体内温度分布の非侵襲的

測定	 

古嶋	 薫	 

(1)極低温流体圧送用ポンプのキャビテーション

特性	 

(2)弓の振動特性に関する研究	 

田中禎一	 

(1)磁性体を用いたノイズフィルタの作製	 

(2)超伝導体薄膜の作製に関する研究	 

(3)TiO2 透明導電膜の作製に関する研究	 

毛利	 存	 

(1)軽合金円管の塑性座屈挙動実験および解析	 田中裕一	 

(1)精密打ち抜き加工の技術改善に関する研究	 

(2)衝撃波による食品加工に関する研究	 

(3)衝撃工学における圧力容器の特性に関する研

究	 

井山裕文	 

(1)放電を利用した衝撃破砕に関する研究	 村山浩一	 

(1)整数上のロジスティック写像乱数とその性質

に関する研究 

(2)ユーザビリティを考慮したファイアウォール

システムに関する研究	 

(3)ファジィ論理に関する研究	 

(4)自律学習ロボットに関する研究	 

(5)個別評価による間接的互恵性の進化	 

森内勉	 

(1)発話速度の影響を考慮した音声認識法に関す

る研究	 

(2)複合パラメータと話者正規化の耐雑音性に関

する研究	 

(3)画像処理・コンピュータビジョンに関する研

究	 

(4)瞬目の検出とその視線入力システムへの応用	 

(3)データベースモデルの変換に関する研究	 

池田直光	 

(1)複合酸化物薄膜と Y-123薄膜間のエピタキシ

ャル成長と３層構造化	 

(2)	 ＰＬＤ法による	 Ba 系銅酸化物エピタキシャ

ル成長膜の作製	 

木場信一郎	 

(1)柔らかい多機能触覚センサに関する研究	 湯治準一郎	 

(1)データマイニング技術を用いたデータ分析ツ

ール構築に関する研究	 

村田美友紀	 

	 

研究テーマ	 指導教員	 
(1)有明海・八代海沿岸の局地気候変動評価のた

めの大気モデル解析	 

(2)地球温暖化と都市のヒートアイランド解析	 

大河内康正	 

(1)	 コンクリートひび割れの簡易補修工法に関

する研究	 

(2）亀裂制御爆破工法に関する研究	 

中村裕一	 

(1)球磨川の八代海への影響について	 

(2)水質からみた八代地域の地下水について	 

(3)八代海の赤潮の発生予測について	 

藤野和徳	 

(1)ライフライン施設の地震被害予測と防災性向

上に関する研究	 

(2)地盤-構造物系の地震応答解析と耐震設計に

関する研究	 

渕田邦彦	 

(1)	 ＧＰＳ温度計による都市熱環境調査	 

(2)	 室内熱環境への屋根形状の影響について	 

斉藤郁雄	 

(1)日奈久の歴史的町並み再生に関する研究	 

(2)土地利用の変遷に関する研究	 

(3)自転車のまちづくりに関する研究	 

(4)歴史的温泉旅館建築に関する研究	 

(5)八代地方の近代建築・産業遺産に関する研究	 

磯田節子	 

(1)各種焼却灰を用いたリサイクルコンクリート

について	 

(2)繊維補強コンクリートの力学特性について	 

(3)石膏ボード，石炭灰の有効利用に関する研究	 

浦野登志雄	 

(1)ファシリティマネジメント（FM）に関する研

究	 

(2)歴史的温泉街のまちづくりに関する研究	 

(3)歴史的建築物の３次元モデリング手法に関す

る研究	 

下田貞幸	 

(1)	 腐食を受けた部材の耐荷力に関する研究	 

(2)鋼アーチ橋の設計に関する研究	 

(3)石橋の内部応力に関する研究	 

岩坪要	 

(1)デマンド型交通システムの運行管理支援ツー

ルの構築	 

(2)バス路線再編案の策定とその評価法	 

(3)骨組構造物の有限変位解析	 

橋本淳也	 

(1)昭和 30 年代の円形校舎に関する研究	 

(2)大正・昭和初期における日本建築士会の活動

意義に関する研究	 

(3)近代建築の意匠論的研究	 

(4)八代地域の歴史的建造物の調査	 

森山学	 

(1)	 八代海の水環境・潮流特性に関する研究	 上久保祐志	 

研究テーマ	 指導教員	 
(1)器官培養による生殖細胞の分化解析：生殖細

胞はどのようにして出来てくるか？	 

(2)生殖細胞系列で発現する遺伝子の発現解析	 

金田照夫	 

(1)未利用生物資源の有効利用	 

(2)光触媒・炭素繊維・オゾンを利用した水処理	 

(3)乳酸重合体の物性の解明と改善	 

木幡	 進	 

(1)マシジミによる懸濁性有機廃水の処理	 種村公平	 

(1)豆腐味噌漬け熟成期間中のイソフラボン類の

挙動について	 

弓原多代	 

(1)水産生物からの複合糖質の精製と構造に関す

る研究	 

墨	 利久	 

(1)反応促進剤の分子設計に基づく有機化学反応

の制御	 

大島賢治	 

(1)花粉および精細胞特異的遺伝子群の網羅的解

析と発現解析	 

最上則史	 

(1)有尾両生類の胚葉形成に関与する遺伝子のク

ローニング	 

(2)イモリ頭部神経誘導に関与する遺伝子のクロ

ーニングと発現解析	 

元木純也	 
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科目名	 比較文化論 (Comparative Study of Culture) 対象クラス	 生産システム工学専攻2年 

教員名	 

(所属学科）	 
遠山隆淑（共通教育科） 開講期間	 前期 授業形式	 講義 

科目区分	 
総合基盤 

教員室位置	 共通教育科目棟３F 授業時数	 ３０ 単位数	 ２ 必修（学修単位） 

教科書	 配付の講義レジュメ 

参考書	 講義時に適宜紹介する。 

関連科目	 地理・歴史（本科2年）、政治・経済IならびにII（本科2,3年）、現代社会論IならびにII（本科4,5年）、法学（本科４年）など。 

科目の概要	 

本講義では、「イギリスの政治、日本の政治」と題して、議院内閣制の母国イギリスの政治/社会/文化の特徴について、

戦後日本の政治と比較しながら論じていく。具体的には、イギリスにおける階級社会のあり方や国家における王室の位置

づけなどのトピックについて日本との相違点を明らかにしながら、イギリスにおける政治の特質を浮かび上がらせたい。 

授業方針	 

講義レジュメを配付する予定だが、レジュメは講義のキーワードのみを羅列したものにして、講義を聴きながらノートをとら

なければ筆記試験に対応することができない内容である。受講生は、本講義用のノートを作って、きちんとノートをとるよう

にしてもらいたい。また、本講義の特徴として、講義の内容に即した映画やTVドラマなどの視聴覚資料を用いるようにした

い。 

授業項目	 時間	 達成目標（修得すべき内容）	 

イントロダクション―本講義の進め方 ２ 本講義の概要ならびに進め方について理解する。 

イギリスの階級社会について ６ 
イギリスの階級社会が有する歴史的特徴と政治との関係について理解
する。 

イギリスの議院内閣制について １０ イギリス議院内閣制のしくみとその形成史について学ぶ。 

イギリス立憲君主制について ６ イギリス王室の歴史と政治的役割について理解する。 

イギリス連邦について ６ 大英帝国の盛衰と現状について学ぶ。 

   

   

   

評価方法及び

総合評価	 

＊	 前期中間試験(50%)期末試験(50％）。	 

＊	 上記で算出した最終成績が 60点以上で合格とする。	 

＊	 60 点未満の学生には，再試験を実施することもある。 

備

考	 

学習方法	 

・	 毎回のノートをきちんととること。ノート作りは、他人の話の要点を読みとるための最適の訓練の場とな

るため、絶対におろそかにしてはならない。	 

・	 そのノートをもとに、講義の内容を自分自身でストーリー化して、講義全体の内容を自分の言葉でかみ砕

いて理解する。 

学生への

メッセー

ジ	 

議院内閣制や立憲君主制など制度的側面から見れば、イギリスは日本と似通った条件を持っていますが、容易に想

像できるように、 様々な点で非常に異なっています。議院内閣制発祥の地イギリスの政治を見ることで、現在の日本の

政治の特徴や問題点を考えてみてください。 

学修単位	 

への対応	 

① 板書はほとんどしないので、話された内容を聞き漏らさないという姿勢で、自分で頭を使ってノートをとる。 
② 講義後、忘れないうちに授業の要点をまとめる。 

本校教育目標との対応	 （４） 
生産システム工学教育プログラムにお

ける学習・教育目標との対応	 
a，b 
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科目名	 特別演習(Exercises	 on	 Graduation	 Research)	 対象クラス	 
生産システム工学専攻 

２年 

教員名	 

(所属学科）	 
特別研究指導教員 開講期間	 通期 授業形式	 演習 

科目区分	 
実験研究 

教員室位置	  授業時数	 ６０ 単位数	 2 必修（学修単位） 

教科書	 各テーマに対して、資料等を配布する。 

参考書	 各テーマに対して、資料等を配布する。 

関連科目	 
本科４，５年で開講した実習や課題研究、専攻科の特別研究Ⅰ．工業基礎計測、基礎工学演習および特別研究Ⅱとの関

連が深い。 

科目の概要	 

各自が取り組む特別研究と並行して、指導教員の指導の下に、各専門分野に関連する文献・資料などに教材を求め

て、研究の背景となる専門分野の基礎的な理論や新しく発表された技術などを学び、研究内容全般に対する総括的な理

解を深めることを目標とする。関連分野の文献・資料の精読により、課題に関連した専門用語などの理解を深めるととも

に、研究計画の立案とその実行に必要な専門知識を習得させる。 

授業方針	 

特別研究指導教員、または教員グループによって，特別研究の実施と並行させて実験を進める上で必要となる

テーマの背景の理解、実験計画の立案に必要な文献等の資料調査，理論などを演習する。これにより、研究の

実践的方法，理論解析，評価方法などを習得，研究テーマの理解を深める。また、学修成果のレポート作成指

導や学位小論文試験に対する指導も行う。 

授業項目	 時間	 達成目標（修得すべき内容）	 

１．	 ガイダンスと研究テーマ決定 
２．	 研究方法，資料収集，調査などについて指

導教員と議論しながら各自で研究計画を

立案する。 
３．	 学修成果のレポートを作成する。 
４．	 学位小論文試験を受験する。 
５．	 特別研究論文を作成し、特別研究発表会で

発表する。 
６．今年度は、次ページに掲載する研究テーマ

を予定している。 ６０ 

1. 各研究テーマについて，その背景となる基礎知識を深めるこ
とができる。	 

2. 特別研究の実験計画の立案に必要な文献や資料を理解するこ
とができる。	 

3. 各研究テーマに関連した英語の文献を読み、概要を理解する
ことができる。	 

4. 研究に必要な実践的方法，理論解析，評価方法などを習得す
ることができる。	 

5. 自身のテーマだけでなく、関連する分野に対する理解を深め
ることができる。	 

6. 特別演習での学習の成果を活用し、学修成果のレポートや特
別研究論文を作成できる。	 

評価方法及び

総合評価	 

評価は、特別研究Ⅱの評価と対応させて、つぎの項目により行う． 

（1）学修成果のレポート（50％） 

（2）学位小論文試験に対する取り組み（20%） 

（2）特別研究論文（30％） 

 取り組み状況の評価は、研究ノートなどの研究実施の資料を用いる。 

備

考	 

学習方法	 
特別演習は，特別研究Ⅱと並行している。演習を通して、研究テーマの背景などへの理解を深め、得られた知識を

学位申請に必要な学修成果のレポートの作成や学位小論文試験、特別研究論文の作成に活用すること。 

学生への

メッセー

ジ	 

 指導教員と密接に連絡をとり、指導教員のアドバイスを得ながら、各研究テーマに関連する専門書、文献資料など

に対する理解を深めて下さい。 

学修単位	 

への対応	 
日々の取り組み内容は、ノートや研究実施記録にまとめる。研究実施記録は定期的に指導教員のチェックを受ける。 

本校教育目標との対応	 
（２），（３），（６），（１）	 生産システム工学教育プログラムにお

ける学習・教育目標との対応	 

c,d2-a,d2-b,d2-c,d2-d,e,g,h,f 
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【研究テーマ	 —特別演習̶】 
研究テーマ	 指導教員	 

(1)	 ＣＯ２パフによる殺菌	 

(2)超音波による両耳立体感創生装置の試作	 

河崎功三	 

(1)マグネシウム合金管の塑性変形挙動	 

(2)アルミニウム円管の塑性座屈挙動に及ぼすシ

ョットピーニングの影響	 

福田	 泉	 

(1)遠心ターボ機械の翼間流れに及ぼすレイノル

ズ応力の寄与	 

(2)エアー浮上精密ベルト研削におけるエアー供

給の検討	 

(3)定水深浮遊体に関する研究	 

宮本弘之	 

(1)画像処理を利用した自動レリーフ加工システ

ムの開発	 

(2)ハイブリッド制御による移動体システムの開

発	 

開	 豊	 

	 

(1)プラズマ中での高エネルギー粒子の輸送・減

速過程の数値解析	 

小田明範	 

(1)冷却機能付き太陽光発電システムの効率的な

運転方法の検討	 

(2)キャビテーション噴流用ノズルの開発	 

古嶋	 薫	 

(1)極低温流体圧送用ポンプのキャビテーション

特性	 

(2)弓の振動特性に関する研究	 

田中禎一	 

(1)	 超伝導体薄膜の作製に関する研究	 毛利	 存	 

(1)低融点合金を用いた卓上低圧鋳造装置の成形

性向上に関する研究	 

田中裕一	 

(1)	 精密打ち抜き加工のメカニズム解析	 井山裕文	 

(1)	 細線放電によるコンクリート破砕と亀裂制

御に関する研究	 

村山浩一	 

(1)整数上のロジスティック写像乱数とその性質

に関する研究 

(2)ユーザビリティを考慮したファイアウォール

システムに関する研究	 

(3)ファジィ論理に関する研究	 

(4)自律学習ロボットに関する研究	 

(5)個別評価による間接的互恵性の進化	 

森内勉	 

(1)発話速度の影響を考慮した音声認識法に関す

る研究	 

(2)複合パラメータと話者正規化の耐雑音性に関

する研究	 

(3)画像処理を用いた構造物の非破壊検査に関す

る研究	 

(4)アイトラッキング装置の開発に関する研究	 

池田直光	 

(1)	 ＰＬＤ法により堆積する Ba 系銅酸化物薄膜

の膜成長に関する研究	 

木場信一郎	 

(1)人工皮膚感覚モジュールの作製	 湯治準一郎	 

(1)データマイニング技術を用いたデータ分析ツ

ール構築に関する研究	 

村田美友紀	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

研究テーマ	 指導教員	 
(1)有明海・八代海沿岸の局地気候変動評価のた

めの大気モデル解析	 

(2)地球温暖化と都市のヒートアイランド解析	 

大河内康正	 

(1)	 爆破にともなう応力波の伝ぱ特性と破壊挙

動に関する研究	 

中村裕一	 

(1)球磨川の八代海への影響について	 

(2)水質からみた八代地域の地下水について	 

(3)八代海の赤潮の発生予測について	 

藤野和徳	 

(1)ライフライン施設の地震被害予測と防災性向

上に関する研究	 

(2)地盤-構造物系の地震応答解析と耐震設計に

関する研究	 

渕田邦彦	 

(1)	 ＧＰＳ温度計による都市熱環境調査	 

(2)	 室内熱環境への屋根形状の影響について	 

斉藤郁雄	 

(1)日奈久の歴史的町並み再生に関する研究	 

(2)熊本駅周辺の土地利用の変遷に関する研究	 

(3)自転車のまちづくりに関する研究	 

(4)歴史的温泉旅館建築に関する研究	 

(5)八代地方の近代建築・産業遺産に関する研究	 

磯田節子	 

(1)各種焼却灰を用いたリサイクルコンクリート

について	 

(2)繊維補強コンクリートの力学特性について	 

(3)石膏ボード，石炭灰の有効利用に関する研究	 

浦野登志雄	 

(1)ファシリティマネジメント（FM）に関する研

究	 

(2)歴史的温泉街のまちづくりに関する研究	 

(3)歴史的建築物の３次元モデリング手法に関す

る研究	 

下田貞幸	 

(1)	 腐食を受けた部材の耐荷力に関する研究	 

(2)鋼アーチ橋の設計に関する研究	 

(3)石橋の内部応力に関する研究	 

岩坪要	 

(1)デマンド型交通システムの運行管理支援ツー

ルの構築	 

(2)バス路線再編案の策定とその評価法	 

(3)骨組構造物の有限変位解析	 

橋本淳也	 

(1)昭和 30 年代の円形校舎に関する研究	 

(2)大正・昭和初期における日本建築士会の活動

意義に関する研究	 

(3)近代建築の意匠論的研究	 

(4)八代地域の歴史的建造物の調査	 

森山学	 

(1)	 八代海の水環境・潮流特性に関する研究	 上久保祐志	 

研究テーマ	 指導教員	 
(1)味蕾で発現するカルレチニンcDNAのクローニ

ングと発現解析	 

金田照夫	 

(1)農水産物の有効利用	 

(2)シクロデキストリン誘導体を用いた環境ホル

モン様物質の吸着挙動	 

木幡	 進	 

(1)ペーパースラッジのメタン発酵	 

(2)米糠からの調味液製造	 

種村公平	 

(1)アカハライモリのVegTのクローニングと発現

解析	 

元木純也	 
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科目名	 特別研究Ⅱ(Graduation	 Research	 Ⅱ)	 対象クラス	 
生産システム工学専攻 

２年 

教員名	 

(所属学科）	 
特別研究指導教員 開講期間	 通期 授業形式	 実験 

科目区分	 
実験研究 

教員室位置	  授業時数	 27０ 単位数	 6 必修（学修単位） 

教科書	 各テーマに対して、資料等を配布する。 

参考書	 各テーマに対して、資料等を配布する。 

関連科目	 
本科および専攻科で履修する全ての講義および実験科目と関連が深い。特に、本科５年次の課題研究、専攻科１年次の

工業基礎計測、基礎工学演習および特別研究Ⅰ、特別演習との関連が強い。 

科目の概要	 

１年次の特別研究Ⅰで得られた成果を発展させ、各自のテーマについて、指導教員と打ち合わせながら研究を行う。 

研究テーマへの取り組み過程を通して、文献や資料の収集と分析、自身の研究状況の把握や記録の習慣づけ、データ

の解析を行う。成果を「学修成果のレポート」として大学評価・学位授与機構へ提出するとともに、特別研究論文にまとめ

て、発表する。これらを通して、技術者としての基礎を固めるとともに、自主的・継続的な学習能力、様々な分野への好奇

心と探求心を養う 

授業方針	 

1. 研究テーマについて担当の教員からガイダンスを受けた後、自身の研究テーマと研究計画を立てる。 
2. 教官個人または研究課題を担当する教官グループとの議論をふまえて、研究計画を進める上で必要な資料の収
集・調査、適切なデータを得るための実験手法などを身につける。 

3. 研究活動の経過を整理・分析して、自ら結論を導き出すことができる。 
4. 自主的・継続的に研究状況を把握する習慣を身に付ける。 
5. 研究内容をまとめて、他人に対して適切に説明することができる。 

授業項目	 時間	 達成目標（修得すべき内容）	 

１．	 ガイダンスと研究テーマ決定 
２．	 研究方法，資料収集，調査，実験などにつ

いて各自で計画立案し、指導教員と議論し

ながら研究を進める。 
３．	 日々の研究成果は、研究ノートや研究実施

記録にまとめる。研究実施記録は定期的に

指導教員のチェックを受ける。 
４．	 学習成果のレポートを作成する。 
５．	 特別研究論文を作成し、特別研究発表会で

発表する。 
６．今年度は、次ページに掲載する研究テーマ

を予定している。 

２７０ 

1. 実験ノートや研究実施記録を作り、一つ一つの実験の記録を
継続的に残すことができる。 

2. 各研究テーマについて、その目的及び概要を理解し、選択し
た課題に対して主体的に取り組んで研究を進めることがで

きる。 
3. 研究に必要な文献・資料や情報を集め、それらを整理して、
問題解決のアイデアに結びつけることができる。 

4. アイデアを具体的に実現するための過程を考え、期限等の制
約の中で、実施計画が立てられる 

5. 研究成果を、指定された書式（英文アブストラクトを含む）
に従って報告書としてまとめることができる。 

6. 学外での研究内容の発表を目指す。 

評価方法及び

総合評価	 

評価は別途定める特別研究Ⅱ評価報告に従って、下記の評価項目で評価する。各評価項目は、具体的な目標項

目の達成度をもとにしている。 

(1) 実施状況の評価（50％） 

(2) 研究論文の評価（30％） 

(3) 研究発表の評価（20％） 

 実施状況の評価は、研究ノートなどの研究実施の資料をもとに評価する。 

備

考	 

学習方法	 
特定のテーマについて深く研究して考察する能力を養うためには、適切な方法でデータを集め、その意味を解析す

ること、日常の研究活動を継続的に積み重ねることが重要である。研究の蓄積には研究ノートの活用が有効である。 

学生への

メッセー

ジ	 

 ２年次の特別研究Ⅱは学位取得に関連していますので、講義や実験科目で培った基礎的な知識と技術を活用し

て、指導教員とこまめに相談しながら継続的な研究に取り組んで下さい。 

学修単位	 

への対応	 
日々の研究成果は、研究ノートや研究実施記録にまとめる。研究実施記録は定期的に指導教員のチェックを受ける。 

本校教育目標との対応	 
（２），（３），（６），（１）	 生産システム工学教育プログラムにお

ける学習・教育目標との対応	 

c,d2-a,d2-b ,d2-c,d2-d, e,f,g,h 
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【研究テーマ	 —特別研究Ⅱ̶】 
研究テーマ	 指導教員	 

(1)	 ＣＯ２パフによる殺菌	 

(2)超音波による両耳立体感創生装置の試作	 

河崎功三	 

(1)マグネシウム合金管の塑性変形挙動	 

(2)アルミニウム円管の塑性座屈挙動に及ぼすシ

ョットピーニングの影響	 

福田	 泉	 

(1)遠心ターボ機械の翼間流れに及ぼすレイノル

ズ応力の寄与	 

(2)エアー浮上精密ベルト研削におけるエアー供

給の検討	 

(3)定水深浮遊体に関する研究	 

宮本弘之	 

(1)画像処理を利用した自動レリーフ加工システ

ムの開発	 

(2)ハイブリッド制御による移動体システムの開

発	 

開	 豊	 

	 

(1)プラズマ中での高エネルギー粒子の輸送・減

速過程の数値解析	 

小田明範	 

(1)冷却機能付き太陽光発電システムの効率的な

運転方法の検討	 

(2)キャビテーション噴流用ノズルの開発	 

古嶋	 薫	 

(1)極低温流体圧送用ポンプのキャビテーション

特性	 

(2)弓の振動特性に関する研究	 

田中禎一	 

(1)	 超伝導体薄膜の作製に関する研究	 毛利	 存	 

(1)低融点合金を用いた卓上低圧鋳造装置の成形

性向上に関する研究	 

田中裕一	 

(1)	 精密打ち抜き加工のメカニズム解析	 井山裕文	 

(1)	 細線放電によるコンクリート破砕と亀裂制

御に関する研究	 

村山浩一	 

(1)ロジスティック写像から生成される擬似乱数

の性質 

(2)ユーザビリティを考慮したファイアウォール

システムに関する研究	 

(3)ファジィ論理に関する研究	 

(4)自律学習ロボットに関する研究	 

(5)個別評価による間接的互恵性の進化	 

森内勉	 

(1)発話速度の影響を考慮した音声認識法に関す

る研究	 

(2)複合パラメータと話者正規化の耐雑音性に関

する研究	 

(3)画像処理を用いた構造物の非破壊検査に関す

る研究	 

(4)アイトラッキング装置の開発に関する研究	 

池田直光	 

(1)	 ＰＬＤ法により堆積する Ba 系銅酸化物薄膜

の膜成長に関する研究	 

木場信一郎	 

(1)人工皮膚感覚モジュールの作製	 湯治準一郎	 

(1)データマイニング技術を用いたデータ分析ツ

ール構築に関する研究	 

村田美友紀	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

研究テーマ	 指導教員	 
(1)有明海・八代海沿岸の局地気候変動評価のた

めの大気モデル解析	 

(2)地球温暖化と都市のヒートアイランド解析	 

大河内康正	 

(1)	 爆破にともなう応力波の伝ぱ特性と破壊挙

動に関する研究	 

中村裕一	 

(1)球磨川の八代海への影響について	 

(2)水質からみた八代地域の地下水について	 

(3)八代海の赤潮の発生予測について	 

藤野和徳	 

(1)ライフライン施設の地震被害予測と防災性向

上に関する研究	 

(2)地盤-構造物系の地震応答解析と耐震設計に

関する研究	 

渕田邦彦	 

(1)	 ＧＰＳ温度計による都市熱環境調査	 

(2)	 室内熱環境への屋根形状の影響について	 

斉藤郁雄	 

(1)日奈久の歴史的町並み再生に関する研究	 

(2)熊本駅周辺の土地利用の変遷に関する研究	 

(3)自転車のまちづくりに関する研究	 

(4)歴史的温泉旅館建築に関する研究	 

(5)八代地方の近代建築・産業遺産に関する研究	 

磯田節子	 

(1)各種焼却灰を用いたリサイクルコンクリート

について	 

(2)繊維補強コンクリートの力学特性について	 

(3)石膏ボード，石炭灰の有効利用に関する研究	 

浦野登志雄	 

(1)ファシリティマネジメント（FM）に関する研

究	 

(2)歴史的温泉街のまちづくりに関する研究	 

(3)歴史的建築物の３次元モデリング手法に関す

る研究	 

下田貞幸	 

(1)	 腐食を受けた部材の耐荷力に関する研究	 

(2)鋼アーチ橋の設計に関する研究	 

(3)石橋の内部応力に関する研究	 

岩坪要	 

(1)デマンド型交通システムの運行管理支援ツー

ルの構築	 

(2)バス路線再編案の策定とその評価法	 

(3)骨組構造物の有限変位解析	 

橋本淳也	 

(1)昭和 30 年代の円形校舎に関する研究	 

(2)大正・昭和初期における日本建築士会の活動

意義に関する研究	 

(3)近代建築の意匠論的研究	 

(4)八代地域の歴史的建造物の調査	 

森山学	 

(1)	 八代海の水環境・潮流特性に関する研究	 上久保祐志	 

研究テーマ	 指導教員	 

(1)味蕾で発現するカルレチニンcDNAのクローニ

ングと発現解析	 

金田照夫	 

(1)糖吸着剤の開発	 	 

(2)シクロデキストリン誘導体を用いた環境ホル

モン様物質の吸着挙動	 

木幡	 進	 

(1)ペーパースラッジのメタン発酵	 

(2)米糠からの調味液製造	 

種村公平	 

(1)アカハライモリのVegTのクローニングと発現

解析	 

元木純也	 

 

A-26



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

選択科目 

 
 
 
 
 
 



4 2
2

80 20

1

 



 



 



 



 
 



 



 



(Information Signal Processing) 

 

 



(Construction Material Engineering) 

 

 



 



 

 

 

 



 



 



科目名	 生物化学(Biochemistry) 対象クラス	 
生産システム工学専攻 

１年 

教員名	 

(所属学科）	 

墨 利久 

（生物化学システム工学科） 
開講期間	 前期 授業形式	 講義 

科目区分	 
生物システム 

教員室位置	 生物工学棟２F 授業時数	 30 単位数	 2 選択（学修単位）	 

教科書	 「基礎からわかる生物化学」杉森大助ほか	 森北出版  

参考書	 参考書：「ヴォート生化学」田宮信雄他訳	 東京化学同人、「生物科学入門」岡山繁樹著	 培風館  
関連科目	 本科 4年：細胞生物学、分子生物学	 	 本科 5年：細胞生物化学	 	 専攻科 2年：分子機能工学	 

科目の概要	 

現代の自然科学領域において、生物化学が関係する分野は一層広範囲なものとなってきた。生物化学は、生命

現象を化学的に解明しようとする学問であるので、代謝、遺伝、免疫等の生命現象を分子レベルで明らかにし、

生体分子の構造，生体内での反応と役割について理解することを目的とする。	 

授業方針	 

本講義は，教科書を中心に授業を進める。必要に応じてプリントを配布する。生体内の基本となる物質の構造

と性質を理解し、それらが生体内の反応とどのように関係しているかについて学ぶ。本科 5年までに習った内

容を基本として、それら成分の相互関係や近年明らかにされた生命現象も交えて講義する。	 

授業項目	 時間	 達成目標（修得すべき内容）	 

1. 生物化学序論 2 １．生物化学についてのガイダンス 

2. 生体成分（タンパク質、脂質、糖質、核酸） 16	 
2．生命現象の基となっている物質（タンパク質，脂質，糖質，核
酸）およびそれらの構造と化学的性質を理解し，説明出来る	 

3. 酵素 2 
3．酵素について構造と機能を理解し、説明できる。	 
 

4．遺伝情報 4 4．遺伝情報について理解し、説明できる。 

5. 生体の化学反応 4 
5．生体内の化学反応（エネルギー獲得、物質代謝）を理解し，説
明出来る。 

6. 定期試験 2 ６．達成度評価 

   

評価方法及び

総合評価	 

* 2～5の達成目標について定期試験で確認する。	 
* 最終成績は、1回の定期試験の結果を 90%とし、その他に課題レポートの評価を 10％加える。60点を合格
点とする。 

* 目標達成に至らなかった者の中で、希望者には定期試験後に再試験を実施することがある。 

備

考	 

学習方法	 
・各成分の分子構造に関することを必ず予習しておくこと。 
・1回ごとの講義で前回講義の内容を質問するので、必ず復習を行うこと。 

学生への

メッセー

ジ	 

* 生命現象に関する新聞、テレビ等の報道を興味深く見て欲しい。 
* わからないことや疑問に思うことは自ら調べ、また、質問に来てほしい。質問はいつでも受
け付けます。 

学修単位	 

への対応	 
必ず復習を行うこと。 

本校教育目標との対応	    （３） 
生産システム工学教育プログラムにお

ける学習・教育目標との対応	 
d2-a, d2-c, c 
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科目名	 情報システム実験（Experiments on Information Systems）	 
対象クラ

ス	 

生産システム工学専攻２

年情報システムコース	 

教員名	 

(所属学科）	 

井上 勲（生物化学システ

ム工学科） 

木場 信一郎（専攻科） 

米沢 徹也（共通教育科） 

村田 美友紀（生物化学シ

ステム工学科）	 

開講期間	 通期	 授業形式	 実験	 

科目区分	 

情報システム	 

教員室位置	 

専門 A 棟 4F（井上）、専門

A棟3F（木場、村田）、図書

館棟２Ｆ（米沢）	 

授業時数	 ９０	 単位数	 ２	 選択（学修単位）	 

教科書	 テーマごとに資料配布	 

参考書	 	 

関連科目	 「プログラミング」本科４年情報電子工学科、「データ解析」専攻科１年全コース、「情報信号処理」専攻科１年情報シ

ステムコース、 「エネルギー基礎工学」専攻科２年全コース、 「物性論，電子物性デバイス論」専攻科１,２年情報シ

ステムコース	 

科目概要	 

これまで学んできた専門の知識や技術を基にして、広い専門分野への深い理解と応用力育成を目的とした4種の

実験実習テーマを設定している。これらのテーマにより総合的な技術力や、問題を整理して解決していく能力を養

成する。	 

授業方針	 

本科目では自然エネルギーとその大量データの扱い、薄膜デバイス作成と評価、画像処理、マイコンプログラミン

グの4種の異なる実験実習を実施する。これらの実験実習を通して、現象を観察する力、考え方、データの整理方

法、問題の解決方法を考えさせる。 

達成目標	 

1.大量データを処理・解析する手法を理解できる。 

2.超伝導体の作成ができ、これらについて物理的な特性について分析評価できる。 

3.ディジタル画像処理の基礎のプログラムが書ける。 

4.マイコンの仕様を理解し、それを動作させるプログラムが書ける。 

5.技術報告書が作成できる。 

6.プレゼンテーションができる。 

7.問題点を総合的にまとめ、それを応用する方法を理解できる。 

授業項目	 授業項目	 

1	 情報システム実験についてのガイダンス	 16	 画像処理プログラミング１ 

2	 太陽電池単体による観測1 17	 画像処理プログラミング２ 

3	 太陽電池単体による観測2 18	 画像処理プログラミング３ 

4	 太陽電池4体による発電量変化の観測1 19	 画像処理プログラミング４ 

5	 太陽電池4体による発電量変化の観測2 20	 画像処理プログラミング５ 

6	 太陽電池4体利用時の発電量最適制御の観測 21	 報告書の作成・提出 

7	 データ解析とまとめ，レポート作成 22	 AVRマイコンについて 

8	 超伝導体の選択と物理的な特徴の検討 23	 マイコンプログラミング１ 

9	 超伝導体作製１ 24	 マイコンプログラミング 2 

10	 計測回路作成 25	 マイコンプログラミング3 

11	 超伝導体作製２ 26	 マイコンプログラミング4 

12	 デバイスの計測・分析１ 27	 マイコンプログラミング5 

13	 デバイスの計測・分析２ 28	 報告書の作成・提出 

14	 報告書の作成・提出 29	 全体のまとめ 

15	 画像データについて 30	 成果報告会 

評価方法及

び総合評価	 

報告書の内容などをテーマごとに評価し、教員毎に 20％、4人で 80％とする。残り 20％は発表会での評価をあて

て総合評価とする。 

備

考	 

学習方

法	 

広い分野の専門知識を必要とするので、日頃の授業内容を理解しておくこと。 

多くのデータや細かく煩雑な作業を行うので、注意深く実験すること。	 

学生へ

のメッ

セージ	 

疑問に思うことはどしどし質問し、楽しみのある実験としてほしい。 

学修単位	 

への対応	 

	 

本校教育目標との対応 （２）、（３）、（４）、

（６） 

生産システム工学教育プログラムに

おける学習・教育目標との対応	 
d2-b,h,c,e,d2-a,d2-c,g,h 
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科目名	 生物反応工学(Biochemical Engineering) 対象クラス	 
生産システム工学専攻	 

２年	 

教員名	 

(所属学科）	 

種村 公平 

（生物化学システム工学科） 
開講期間	 後期 授業形式	 講義 

科目区分	 
生物システム 

教員室位置	 専攻科棟３F 授業時数	 30 単位数	 2 選択（学修単位）	 

教科書	 「生物化学工学̶反応速度論̶」合葉修一永井史郎著	 科学技術社	 

参考書	 「微生物培養工学」田口久治／永井史郎著	 共立出版	 	 

関連科目	 
本科２、３	 年「生化学」「分析化学」本科３年「微生物学」本科４年「発酵培養工学」「化学工学」	 

本科５年「物理化学」「生物化学工学」専攻科 1 年「応用微生物学」	 	 

科目の概要	 

物理化学、分析化学、生化学、微生物学、発酵培養工学、化学工学、生物化学工学の各分野におけ

る基礎理論に立脚し、生物反応を研究する上での問題点とその解決のためのアプローチの手法につ

いて解説する。特に異化、同化を経て生産される生物量とエネルギー生産量の関係を解析する上で

の留意点について実験例をとりあげて考察する。	 

授業方針	 

生物反応における量的関係を解析する手法と考え方を身につけるため配布プリントによる演習問題

を適宜取り入れる。生物反応における物質収支、エネルギー収支等の実際的な問題設定に対する取

り組み方や数式の適用力を養うため授業での質疑応答を重視する。	 

授業項目	 時間	 達成目標（修得すべき内容）	 

1. 概要と代謝各論 2 生体反応と代謝経路に関する確認	 

2. 自由エネルギーと酸化還元電位 ８	 
各種生体反応における自由エネルギー変化と酸化還元電位に関す
る概念を理解する	 

3. 増殖におよぼす諸因子 １２ 
生体反応における増殖収率に関する種々の考え方（有効電子、全

有効エネルギー、ＡＴＰの各基準）について理解する	 

4．Ｐ／Ｏ値   ４ Ｐ／Ｏ値を推定する手法と考え方を理解する	 

5. 生体反応における物質収支 ４ 炭素収支と酸素収支の意義について理解する	 

   

   

   

評価方法及び

総合評価	 

*目標項目の達成度について２回の定期試験で評価する。60 点以上を合格とする。	 
定期試験後に成績不良者については再試験を実施することがある。	 

備

考	 

学習方法	 
生物反応における種々の速度や物質収支式を数式で表現する際、丸暗記するのでなく、実際の反応

を生物の状態をイメージしながら理解することが必要である。	 

学生への

メッセー

ジ	 

授業では，演習問題を取扱うが，フリ－ディスカッションしながら理解を深め、最終的には自力で問

題にアプローチし解が書けるようになってほしい．質問はメールでも随時受け付けます。	 

学修単位	 

への対応	 
復習を行い、例題を自力で解けるようにして試験に臨むこと 

本校教育目標との対応	 （３）,（６）	 
生産システム工学教育プログラムにお

ける学習・教育目標との対応	 
d2-d,	 d2-c,	 e,	 d2-a	 
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科目名	 分離工学(Separation Engineering) 対象クラス	 
生産システム工学専攻 

２年 

教員名	 

(所属学科)	 

墨 利久・濱辺 裕子 

（生物化学システム工学科） 
開講期間	 前期 授業形式	 講義 

科目区分	 
生物システム 

教員室位置	 生物工学棟２F, 1F 授業時数	 30 単位数	 2 選択（学修単位）	 

教科書	 「分離（物質の分け方・分かれ方）」 化学工学会監修 培風館 

参考書	 「有機化学分離法」井上博夫（裳華房）、「基礎生化学実験法 1～5」日本生化学会編（東京化学同人）など 

関連科目	 本科 4年「基礎物理化学」「化学工学」 本科 5 年「生物化学工学」専 1「生物化学」 

科目の概要	 

化学工業やバイオ産業において、目的成分を反応混合物や生体試料などから抽出・分離し、望む純度に精製することは

非常に重要である。また、分離精製コストが全生産コストの大半を占めることが多いことから、効率的な分離･精製プロセス

を構築することが必要不可欠である。本科目は、これらの背景を踏まえ、分離・精製技術の基盤となる理論の習得とそれら

を用いた分離手法の習得を目標とする。 

授業方針	 

講義は教科書を中心に進め、必要に応じて資料等を配布する。また、適宜ゼミ形式での発表を行ってもらう。講義では分

離・精製に使われる手法の原理を、本科で学んだ関連事項を適宜復習しながら体系的に学習する。分離・精製手法の原

理について解説し、工業的応用例についても講義する。 

授業項目	 時間	 達成目標（修得すべき内容）	 

1. 分離とは 2 1．分離工学についてのガイダンス 

2. 相変化による分離 4	 2．蒸留、結晶および昇華による分離について	 

3. 形状の違いによる分離 6 
3．沈殿、遠心力および抱接化による分離ついて	 
 

4．特殊な作用と場による分離 2 4．拡散およびレーザーによる分離 

5. 相間の分離および解離性による分離 10 5．各種クロマトグラフィーによる分離 

6. 膜による分離 4 6．電気透析および限外濾過膜による分離 

7. 定期試験 2 7．達成度評価 

評価方法及び

総合評価	 

* 2～6 の達成目標について定期試験で確認する。	 
* 最終成績は、1回の定期試験の結果を 90%とし、その他に課題レポートの評価を 10％加える。60点を合格
点とする。 

* 目標達成に至らなかった者の中で、希望者には定期試験後に再試験を実施することがある。 

備

考	 

学習方法	 
・本科で学んだ関連事項を基本にして講義を進めるので、それらのことを講義前に予習しておくこと。 

・講義後は、講義内容が自分自身の研究に応用できるかを深く考察すること。	 

学生への

メッセー

ジ	 

* 特別研究で行っている実験にどのような分離手法が使われているかを再認識してほしい。 

* 身の回りにある工業製品に含まれる成分が、どのように分離・精製されているか、興味を持ってほしい。 

* わからないことや疑問に思うことは自ら調べ、また、質問に来てほしい。質問はいつでも受け付けます。 
学修単位	 

への対応	 
必ず復習を行うこと。 

本校教育目標との対応	 （３），（６）	 
生産システム工学教育プログラムにお

ける学習・教育目標との対応	 
d2-d,	 e,	 d2-a,	 d2-c	 
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科目名	 
生物システム実験(Experiments	 of	 Biotechnological	 and	 

Biomaterial	 Systems)	 
対象クラス	 

生産システム工学専攻	 

２年生物システムコース	 

教員名	 

(所属学科)	 

特別研究指導教員	 

（生物化学システム工学科） 
開講期間	 通期	 授業形式	 実験 

科目区分	 
生物システム 

教員室位置	 生物工学棟 授業時数	 90	 単位数	 2 選択（学修単位）	 

教科書	 	 特に定めないが，必要に応じて資料等を配布する．	 

参考書	 	 特に定めないが，必要に応じて資料等を配布する．	 

関連科目	 	 特別研究 I，特別研究 II	 

科目の概要	 

	 研究を遂行するうえで特に必要とされる各種の実験手法（分析機器，装置の取り扱いに関する基礎的な操作手

法，処理技術等の各種単位操作等を含む）について理解を深め体得することを目的とする．研究の過程を通して，

必要となる幅広い技術についての実践力を養わせる．	 

授業方針	 

	 特別研究の一環として必要とされるテーマ，項目は指導教官により設定される．指導教官と実施スケジュー

ルを作成し，これに基づいて作業を遂行し，設定された項目ごとに目的と実施内容，習得した成果についてと

りまとめた報告書を作成し，研究ノートと共に提出させる．	 

授業項目	 時間	 達成目標（修得すべき内容）	 

1. 研究課題を遂行する上で必要とされるサブテ

ーマ，項目を指導教員が設定する． 

90 

1.設定されたテーマ，項目について，それぞれの目的を理解し，
得られた成果を説明できる．	 

2. スケジュールを指導教官と相談して案を作成

し承認を受ける． 
2.習得した内容を整理して，報告できる．	 

3. スケジュールに基づいて指導教官の指示を仰

ぎながら作業を遂行する． 

3.特別研究テーマと関連する問題の解決手法を身につけ，実践で

きる．	 

4．得られた成果は，研究ノートにまとめ，指導教

官に報告書として提出する． 
	 

  	 

   

   

   

評価方法及び

総合評価	 

項目ごとの報告書（レポート）に基づいて達成目標１，２を８０％評価し,  達成目標３を研究成果の中で
どのように適用できたかを研究ノートに基づいて２０％評価する。 

備

考	 

学習方法	 
本科目は，各専攻科生が取り組んでいる特別研究テーマに即した科目であるので，目的をしっかり理解して

主体的に取り組み，指導教員と十分に相談しながら進める． 

学生への

メッセー

ジ	 

専門分野における研究を遂行するうえで必要な，観察手法，分析手法，単位操作等について，幅広い知識と

実践力を積極的に身に付けてほしい． 

学修単位	 

への対応	 
 

本校教育目標との対応 （1），（3），（5）	 
生産システム工学教育プログラムにおけ

る学習・教育目標との対応	 
c,d2-a,d2-b,d2-c,e,g,h	 
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科目名	 インターンシップⅠ(Internship Ⅰ) 対象クラス	 
生産システム工学専攻 

１年 

教員名	 

(所属学科）	 
専攻科専任教員 開講期間	 通期 授業形式	  

科目区分	 
共同教育 

教員室位置	  授業時数	  単位数	 １～４ 選択（学修単位） 

教科書	 特に定めない。 

参考書	 特に定めない。 

関連科目	 本科および専攻科で履修する全ての科目と関連が深い。 

科目の概要	 

インターンシップを利用した企業や官公庁等学外での研修・実習は、実務を経験する貴重な機会であり、専攻科におけ

る学習・教育に多大な効果が期待される。 

授業方針	 

本科目では学内での講義や実験・研究とは別に、自主的に参加した学外での様々な実務経験を単位として認定する。 

認定する実務経験は、以下の２つのケースである。 

・	 企業での実習 

・	 官公庁での実習 

いずれの場合も単位の認定には、実習期間５日以上、インターンシップ証明書の提出、実習報告書の提出、インターン

シップ報告会での発表が必要である。 

授業項目	 時間	 達成目標（修得すべき内容）	 

１．	 本科目は、開講期間にかかわらず実施可

能。 
２．	 実施にあたっては、必ず事前に計画などに

ついて打ち合わせを行うこと。 
３．	 実施後は、必ず報告を行うとともに、実施

内容のレポート作成を行うこと。 
 

評 価 方
法 に 定
め る 期
間 

1. 参加したインターンシップ等の学外での実務経験の記録を残
すことができる。	 

2. 記録をもとに、その目的及び概要を理解し、その内容をレポ
ート等でまとめることができる。学外での実務経験の内容

を、聞き手の理解を促すように工夫してプレゼンテーション

を行うことができる。	 

評価方法及び

総合評価	 

達成目標の項目に基づいて、インターンシップ証明書での評価、報告書、報告会により評価する。 

 なお、実施された期間によって１単位（５日以上９日まで），２単位（１０日以上１４日まで），３単位（１５日以上１９日ま

で），４単位（２０日以上）とする。 

 単位は、１年次学年末に認定する。 

備

考	 

学習方法	 

・	 授業では得られない実務上の経験を経て、その後の研究や授業への取り組み、進路の選択などに活かせるよう、イ

ンターンシップでは目的を持って自主的かつ積極的に活動すること。 

１日の実習に対して、実習に従事する時間以外に１時間相当以上の自学学習を行うこと。 

学生への

メッセー

ジ	 

機会を見つけて積極的に学外の色々な実務を経験する事により、自分自身の持つ基礎力と実践力を高めてほしい。 

学修単位	 

への対応	 
１日の実習に対して、実習に従事する時間以外に１時間相当以上の自学学習を行う。 

本校教育目標との対応	 （４），（５）	 
生産システム工学教育プログラムにお

ける学習・教育目標との対応	 
a, e, g, h, d2-d 
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科目名	 インターンシップⅡ（Internship Ⅱ） 対象クラス	 
生産システム工学専攻 

２年 

教員名	 

(所属学科）	 
専攻科専任教員 開講期間	 通年 授業形式	  

科目区分	 
共同教育 

教員室位置	  授業時数	  単位数	 １～４ 選択（学修単位） 

教科書	 特に定めない。 

参考書	 特に定めない。 

関連科目	 本科および専攻科で履修する全ての科目と関連が深い。 

科目の概要	 

インターンシップを利用した企業や官公庁等学外での研修・実習は、実務を経験する貴重な機会であり、専攻科におけ

る学習・教育に多大な効果が期待される。 

授業方針	 

本科目では学内での講義や実験・研究とは別に、自主的に参加した学外での様々な実務経験を単位として認定する。 

認定する実務経験は、以下の２つのケースである。 

・	 企業での実習 

・	 官公庁での実習 

いずれの場合も単位の認定には、実習期間５日以上、インターンシップ証明書の提出、実習報告書の提出、インターン

シップ報告会での発表が必要である。 

授業項目	 時間	 達成目標（修得すべき内容）	 

１．	 本科目は、開講期間にかかわらず実施可

能。 
２．	 実施にあたっては、必ず事前に計画などに

ついて打ち合わせを行うこと。 
３．	 実施後は、必ず報告を行うとともに、実施

内容のレポート作成を行うこと。 
 

評 価 方
法 に 定
め る 期
間 

1. 参加したインターンシップ等の学外での実務経験の記録を残
すことができる。	 

2. 記録をもとに、その目的及び概要を理解し、その内容をレポ
ート等でまとめることができる。学外での実務経験の内容

を、聞き手の理解を促すように工夫してプレゼンテーション

を行うことができる。	 

評価方法及び

総合評価	 

達成目標の項目に基づいて、インターンシップ証明書での評価、報告書、報告会により評価する。 

 なお、実施された期間によって１単位（５日以上９日まで），２単位（１０日以上１４日まで），３単位（１５日以上１９日ま

で），４単位（２０日以上）とする。 

 単位は、１年次学年末に認定する。 

備

考	 

学習方法	 

・	 授業では得られない実務上の経験を経て、その後の研究や授業への取り組み、進路の選択などに活かせるよう、イ

ンターンシップでは目的を持って自主的かつ積極的に活動すること。 

１日の実習に対して、実習に従事する時間以外に１時間相当以上の自学学習を行うこと。 

学生への

メッセー

ジ	 

機会を見つけて積極的に学外の色々な実務を経験する事により、自分自身の持つ基礎力と実践力を高めてほしい。 

学修単位	 

への対応	 
 

本校教育目標との対応	 （４），（５）	 
生産システム工学教育プログラムにお

ける学習・教育目標との対応	 
a, e, g, h, d2-d 
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科目名	 応用研究プロジェクト(Projects on Advanced Research) 対象クラス	 
生産システム工学専攻 

１・２年 

教員名	 

(所属学科）	 
特別研究指導教員 開講期間	 通期 授業形式	 実習 

科目区分	 
共同教育 

教員室位置	  授業時数	 ９０ 単位数	 ２ 選択（学修単位） 

教科書	  

参考書	  

関連科目	 
本科４，５年で開講した実習や課題研究、専攻科１年次特別研究．工業基礎計測、基礎工学演習および特別演習，２

年次特別研究との関連が深い。 

科目の概要	 

各自が取り組む特別研究と並行して、指導教員の指導の下に、共同研究先との研究活動を、主体的に進める。 

外部研究機関や企業との共同研究の実践を通して、発展的、広域的あるいは実践的な研究活動を行うことにより、創造性

や実務能力を育成するとともに、社会性などの人間力の向上を図る。 

授業方針	 

特別研究指導教員、または共同研究先指導者グループによって，特別研究の実施と並行させて実験を進める上で必要

となるテーマについて、コーディネートされた研究活動を実施する。融合的なテーマ探索や研究設備・環境を計画的に活

用して、特別研究のレベルをさらに高度化する。履修にあたっては、 

１）研究指導教員及び共同研究先指導者のコーディネートによること、 

２）外部機関との共同研究の一環であること、 

を要件とする。 

授業項目	 時間	 達成目標（修得すべき内容）	 

1. ガイダンスと研究テーマ決定 
2. 研究方法，資料収集，調査などについて指導教
員及び共同研究先指導者と議論しながら各自で

研究計画を立案する。 

3. 進捗状況を報告し、指導教員・共同研究先指導
者と議論する。 

4. 日々の研究成果を研究ノートや研究実施記録に
まとめる。研究実施記録は定期的に指導教員及

び共同研究先指導者のチェックを受ける。 

5. 特別研究における成果の活用及びプロジェクトと
しての成果をプレゼンテーションする。 

6. 学外への発表または特許申請。 

９０ 

1. 各研究テーマについて，その背景となる基礎知識を深めることが
できる。 

2. 特別研究の内容を充実させるための実験計画を、共同研究先指
導者と協調しながら、実施することができる。 

3. プロジェクトテーマに関連した実践的方法，理論解析，評価方法
などを習得する。 

4. 結果をまとめて、発表できる。 
 

評価方法及び

総合評価	 

評価は、特別研究の評価と対応させて、つぎの項目により行う． 

（１）本校の研究指導教員及び外部機関の指導者が確認した20日以上の共同研究の実施記録（４０％） 

（２）成果の報告と発表（２０％） 

（３）学外発表の実績（論文・特許申請等において外部機関と共同で研究した旨の記述のあるもの）（４０％） 

備

考	 

学習方法	 

・	 プロジェクトは，１・２年次特別研究と並行している。 

・	 特別研究を実施する上で、共同研究先に出向いて指導を受けながら、異なる研究環境を生かした実験・実習・研

修等に主体的に参加し、成果を特別研究に活用し、内容の充実を図る。 

学生への

メッセー

ジ	 

指導教員及び共同研究先指導者と密接に連絡をとり、指導教員のアドバイスを得ながら、各研究テーマに関連する

先端技術や社会的な課題・位置づけ等に対する理解を深めて下さい。 

学修単位	 

への対応	 

日々の研究成果を研究ノートや研究実施記録にまとめる。研究実施記録は定期的に指導教員及び共同研究先指導者

のチェックを受ける 

本校教育目標との対応	 
（３），（６），（１） 生産システム工学教育プログラムにお

ける学習・教育目標との対応	 

d2-a, d2-c, d2-d, g, h, f 
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科目名	 研究技術インターン(Research Internship on Engineering) 対象クラス	 
生産システム工学専攻 

１・２年 

教員名	 

(所属学科）	 
特別研究指導教員 開講期間	 通期 授業形式	 実習 

科目区分	 
共同教育 

教員室位置	  授業時数	 ４５ 単位数	 １ 選択（学修単位） 

教科書	  

参考書	  

関連科目	 １・２年次特別研究、特別演習と関連が深い。 

科目の概要	 

本科目は、外部機関等で特別研究の研究テーマに必要な技術を修得し、研究内容の向上を図るためのコーディネート

科目。他大学や他高専等の外部研究機関や企業或いは本校専攻科他コースにおいて専門を超えて、研究テーマに必要

な計測・分析・データ解析・画像処理等の実験・演習内容を選択し、目的とする技術を習得し、特別研究へ活用する。 

授業方針	 

概要に示した様に、学内での講義や実験・研究とは別に、特別研究指導教員、または外部機関の指導者グループと協

議しながら、自主的にテーマを設定し、技術の習得に必要な期間等の実習計画を策定する。 

履修にあたっては、 

１）研究指導教員及び受け入れ先機関のコーディネートによること。 

２）研究テーマに必要な計測・分析・データ解析・画像処理等の専門外周辺技術・スキルの取得であり、研究テーマに活

用される内容であること。 

３）高専および大学との単位互換協定に基づく科目以外であること。 

４）その他、特別実習セミナーで単位を認定することのできる項目以外であること。 

を要件とする。 

授業項目	 時間	 達成目標（修得すべき内容）	 

1. ガイダンスとテーマ決定 
2. 外部機関及び技術内容等の調査を行い、指導教
員及び受け入れ機関と議論しながら各自で実施

計画を立案する。 

3. 日々の成果を研究実施記録にまとめる。研究実
施記録は定期的に指導教員及び受け入れ先指

導者のチェックを受ける。 

4. 修得した技術の活用及びプロジェクトとしての成
果をプレゼンテーションする。 ９０ 

1. 取り組んだ活動の記録を残すことができる。 
2. 記録をもとに、その目的及び概要を理解し、その内容をレポート・
発表等でまとめることができる。 

3. 特別研究の展開に活用できる。 
 

評価方法及び

総合評価	 

評価は、つぎの項目により行う． 

１）本校の研究指導教員及び外部機関の指導者が確認した45時間以上の活動実施記録。（６０％） 

２）習得した技術の内容に関するレポート、報告書、プレゼンテーション等の内容。（４０％） 

備

考	 

学習方法	 

・	 専門を超えて、特別研究テーマに必要な実験・演習内容を選択し、目的とする技術を習得するために、受け入れ

機関の選定や実施計画等から、習得すべき技術について、主体的に取り組む。 

学生への

メッセー

ジ	 

積極的に学外の色々な活動に参加したり、専門以外の技術に触れる機会を増やすことにより、その成果を専門の実

践に結びつけるなど、専門とする分野を軸に技術的な実践・基礎・問題解決力の幅を広げるよう心がけてほしい。 

学修単位	 

への対応	 

日々の成果を研究実施記録にまとめる。研究実施記録は定期的に指導教員及び受け入れ先指導者のチェックを受け

る。 

本校教育目標との対応	 
（４） 生産システム工学教育プログラムにお

ける学習・教育目標との対応	 

a, g 
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科目名	 特別実習セミナー(Engineering Seminar) 対象クラス	 
生産システム工学専攻 

１・２年 

教員名	 

(所属学科）	 
専攻科専任教員 開講期間	 通期 授業形式	  

科目区分	 
学外 

教員室位置	  授業時数	  単位数	 １・２ 選択（学修単位） 

教科書	 特に定めない。 

参考書	 特に定めない。 

関連科目	 本科および専攻科で履修する全ての科目と関連が深い。 

科目の概要	 

本科目は、多方面に亘る学習教育活動を支援・活用する目的で、学外単位として認定するものである。以下に具体例を

あげて概要を記す。 

 九州の高専間で実施されるサマーレクチャーは、通常の授業とは違った視点での幅広い専門知識の習得が可能であ

り、且つ他高専との交流の意義も大きい。各種の設計競技（コンペ）への応募は実務的な演習の機会であり、入賞した場

合にはその成果が外部から評価されたことになる。各種の資格取得なども実務上の学習の成果といえる。 

 

授業方針	 

概要に示した様に、本セミナーでは学内での講義や実験・研究とは別に、自主的に参加した学外などでの様々な学習

経験を学外単位として認定する。 

単位の認定は、参加したテーマについての成果（レポート、記録など）にもとづいて行う。 

 

授業項目	 時間	 達成目標（修得すべき内容）	 

１．	 本科目は、開講期間にかかわらず実施可

能。 
２．	 実施にあたっては、必ず事前に計画などに

ついて打ち合わせを行うこと。 
３．	 実施後は、必ず報告を行うとともに、実施

内容のレポート作成を行うこと。 
 

評 価 方
法 に 定
め る 期
間 

1. 取り組んだ活動の記録を残すことができる。	 
2. 記録をもとに、その目的及び概要を理解し、その内容をレポ
ート等でまとめることができる。	 

	 

評価方法及び

総合評価	 

達成目標の項目に基づいて、個々の内容について教務委員会で審議して評価する。各種の資格取得などでは、得

られた資格によって個別に判断する。 

なお、他大学・サマーレクチャー等のように、単位互換により単位認定を受けた場合は、認定された単位数を取得

することになる。 

備

考	 

学習方法	 

・	 サマーレクチャーでは自分の専門領域を超えた分野での学習も可能である。複眼的モノづくりのために、自分自身

に様々な知識の引き出しを用意できるよう、積極的に集中的に取り組むこと。 

・	 設計競技や資格取得は、身につけた知識や技術のレベルを測る上でも有効であり、チャレンジすることでさらなるレ

ベルアップに繋がるよう、計画的に取り組むこと。 

学生への

メッセー

ジ	 

機会を見つけて積極的に学外の色々な活動に参加したり、資格取得を目指すことによって、自分自身の持つ基礎力と

実践力を高めてほしい。 

 

学修単位	 

への対応	 
参加したテーマについての成果（レポート、記録など）にもとづいて行う。 

本校教育目標との対応	 
（４）	 生産システム工学教育プログラムにお

ける学習・教育目標との対応	 

a, g 
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